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初春のお慶びを申し上げます。
昨年は多くの皆様に
お世話になりました。

本年もよろしくお願いいたします。

溶岩焼薩摩屋はきりしま創造舞台の活動を応援しています

ミュージカル役者を募集します！どなたでもお気軽にご参加ください。
小学3年生以上で性別は問いません。

平成25年８月17日㊏、18日㊐ 2回公演
霧島市民会館

◎オーディション	平成25年3月9日㈯ 午後1時30分～　※応募締切は1月31日㈭
 霧島市隼人農村環境改善センター多目的ホール
■問い合わせ先＝実行委員長 逆瀬川修☎080（5240）6560、事務局長 今村康朗☎090（4773）0245

大隅国建国1300年記念事業　市民参加型ミュージカル

「大隅浪漫～1300年の時空を超えて～」

あなたもミュージカル
スターになろう！

溶岩焼

お得なコー
スが登場！

もつなべコース（3,000円）＋500円で焼き肉コース（2,500円）が付きます。
※平日３名様からOK　※もつなべ食べ放題

もちろん飲み放題も（男性＋1,500円、女性＋1,000円で）付けられます。

もつなべと焼肉で、おなかを満たしてください。

3,500円
もつなべ・焼肉コース

バーベキュ
ー宅配

1,500円～
（１年中やってます）

霧 島 本 店 鹿児島県霧島市国分福島149 - 25   ＴＥＬ0995-47-4999

国分中央店 鹿児島県霧島市国分中央3-10-22 中村ビル2F   ＴＥＬ0995-56-5800

新 宿 店 東京都新宿区新宿5-11-13新宿富士ビル２階  ＴＥＬ・ＦＡＸ03-5379-8929

霧島本店
16：50まで、または21：00
以降の入店のお客様には
お得なコースがあります。

国分中央店
17：00まで、または21：00
以降の入店のお客様には
お得なコースがあります。

新宿店

お一人様（税込）

お食事券500円分
⃝ １組様１回500円割り引きさせていただきま

す。（当日１回のみ）
⃝他券との併用不可。　⃝会計時にお出し下さい。
⃝ランチには使用できません。
⃝本店及び国分中央店で使用できます。
⃝有効期限平成25年３月31日（日）まで。

溶岩焼

広告

1
January.2013 
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サ
ッ
カ
ー
日
韓
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
チ
ー
ム
が
霧
島
に

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

シ
ー
ズ
ン
到
来

き
り
し
ま
新
・食
の
お
み
や
げ
決
定

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

最
優
秀
賞
は
駅
弁
「
花
の
待
つ
駅 

か
れ
い
川
」



霧島市長

平成二十五年 初春

霧島市教育長

ひ　ふみ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
初
代
霧
島
市
長
と
し
て
２
期
目

８
年
間
の
総
仕
上
げ
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

霧
島
市
の
一
体
感
の
醸
成
の
た
め
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
や
市
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
新
燃
岳
の
噴
火
に
よ
る
入
山
規

制
が
緩
和
さ
れ
、
韓
国
岳
・
大
浪
池
・
高
千
穂
峰
の
登

山
が
再
開
、
噴
火
後
の
新
し
い
霧
島
山
の
魅
力
を
堪
能

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
錦
江
湾
奥
が
国

立
公
園
に
追
加
編
入
さ
れ
、
霧
島
市
は
海
と
山
の
国
立

公
園
に
囲
ま
れ
る
地
域
と
な
り
、
自
然
環
境
の
保
全
や

利
活
用
に
つ
い
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
営
ま
れ
る
農
林
水
産
業
で

は
、
霧
島
茶
が
３
年
連
続
日
本
一
と
な
る
産
地
賞
や
２

年
連
続
の
農
林
水
産
大
臣
賞
、
さ
ら
に
内
閣
総
理
大
臣

賞
に
輝
き
、
そ
れ
に
続
く
よ
う
に
和
牛
で
も
日
本
一
の

評
価
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
を
結
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
大お

お

隅す
み
の

国く
に

が
建
国
さ

れ
て
１
３
０
０
年
。
来
年
３
月
に
は
日
本
最
初
の
国
立

公
園
指
定
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
さ
ら
に
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
挑
戦
の
年
に
な
り
ま
す
。
ま
さ

に
「
世
界
に
ひ
ら
く
、
人
と
自
然
、
歴
史
・
文
化
が
ふ

れ
あ
う
都
市
」
の
実
現
の
年
で
す
。
霧
島
市
は
多
く
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
ま
ち
に
生
き

る
人
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
元
気
な
ま
ち
で
す
。「
元

気
！
霧
島
・
市
民
力
！
」
こ
の
ま
ち
を
愛
す
る
市
民
の

皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
を
創つ

く

っ
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。
私
も
、
覚
悟
を
も
っ
て
、
さ
ら
に
熟

慮
・
断
行
の
年
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
霧
島

市
出
身
の
新
鍋
理
沙
選
手
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
前
田

美
順
選
手
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
大
活
躍
し
、
大
き
な
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
効
果
が
あ
っ
て
か
、
11

月
の
市
民
表
彰
式
で
は
、
国
体
成
・
少
年
女
子
４
０
０

㍍
リ
レ
ー
で
の
優
勝
を
は
じ
め
、
霧
島
市
立
国
分
中
央

高
校
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
の
活
躍
な
ど
多
く
の
個
人
・

団
体
が
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
な
ど
で
優
勝
す
る
な
ど
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
陰
に
は
未
来
に
向
け
た
夢

や
志
に
対
す
る
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と

思
う
こ
と
で
し
た
。
改
め
て
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
８
月
に
は
、
旧
溝
辺
町
時
代
に
始
め
ら

れ
た
「
日
韓
親
善
子
供
大
使
友
好
の
翼
事
業
」
が
交
流

20
回
目
を
迎
え
、
韓
国
釜
山
市
の
ペ
ー
ヨ
ン
初
等
学
校

に
子
ど
も
た
ち
16
人
と
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。
１
月
下
旬
に
は
逆
に
４
年
生
以
上
が

陵
南
小
学
校
を
訪
問
し
て
く
れ
ま
す
。
国
際
感
覚
を
養

う
こ
の
夢
の
交
流
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
民
間
レ
ベ
ル

で
の
支
援
が
実
を
結
ん
だ
成
果
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
は
大
隅
国
が
建
国
さ
れ
て
１
３
０
０
年
に
当
た

る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
連
続
講
演
や
史
跡
巡
り
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
郷
土
芸
能
祭
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
市
民

参
加
型
の
事
業
を
計
画
・
支
援
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
は
じ
め
生
涯
に
わ
た
り
、
夢
や
志
を
育
む

こ
と
の
で
き
る
教
育
の
実
現
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

世界にひらく、人と自然、歴史・文化が
ふれあう都市霧島市の実現

夢や志の実現を目指す
教育の推進

大隅国建国1300年　世界ジオパーク認定へ挑戦の年
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サッカー日・韓 チャンピオンチームが霧島に

今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に
と
っ
て
こ
の

キ
ャ
ン
プ
は
、
新
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
チ
ー
ム
と
選
手
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
大
切
な
も
の
で
す
。

今
年
も
多
く
の
チ
ー
ム
が
活
躍
を

目
指
し
て
、
霧
島
の
地
で
躍
動
し

ま
す
。

今
年
の
目
玉
は
、
昨
年
、
サ
ッ

カ
ー
Ｊ
１
を
初
制
覇
し
た
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島
で
す
。
今
回
、
霧

島
市
で
初
め
て
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま

す
。注
目
選
手
は
、チ
ー
ム
の
キ
ャ

プ
テ
ン
で
日
本
代
表
で
も
あ
る
佐

藤
寿
人
選
手
。
抜
群
の
ス
ピ
ー
ド

と
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
昨
年
、
Ｊ
リ
ー

グ
最
優
秀
選
手
、
そ
し
て
得
点
王

に
も
輝
き
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
日

本
代
表
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
西
川

周
作
選
手
や
同
じ
く
日
本
代
表
の

デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
水
本
裕ひ

ろ

貴き

選
手

が
い
る
な
ど
、
実
力
・
人
気
と
も

に
Ｊ
１
を
代
表
す
る
チ
ー
ム
で
す
。

韓
国
Ｋ
リ
ー
グ
を
制
し
た
Ｆ
Ｃ

ソ
ウ
ル
は
、
過
去
に
た
く
さ
ん
の

韓
国
代
表
選
手
を
輩
出
し
、
リ
ー

グ
を
５
度
制
し
た
強
豪
で
す
。

こ
の
２
チ
ー
ム
と
も
２
月
26
日

か
ら
始
ま
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
ア
ジ

ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
、
ア

ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
に

各
国
代
表
と
し
て
出
場
を
決
め
て

お
り
、
両
チ
ー
ム
が
ア
ジ
ア
１
位

を
か
け
て
争
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

サ
ッ
カ
ー
で
は
、
昨
年
に
続
き

京
都
サ
ン
ガ
も
来
ま
す
。
昨
年
は

惜
し
く
も
Ｊ
１
昇
格
を
逃
し
ま
し

た
が
、
Ｊ
２
で
は
３
位
と
上
位
に

入
り
、
今
年
こ
そ
Ｊ
１
復
帰
を
目

指
し
て
霧
島
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

３
月
に
は
早
稲
田
大
学
や
日
本

体
育
大
学
な
ど
日
本
と
、
そ
し
て

韓
国
の
大
学
サ
ッ
カ
ー
を
リ
ー
ド

す
る
強
豪
校
が
参
加
す
る
大
会

「
大
学
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
は
昨

年
に
続
き
太
陽
誘
電
と
豊
田
自
動

織
機
が
来
ま
す
。
両
チ
ー
ム
と
も

毎
年
、
上
位
に
入
る
強
豪
チ
ー
ム

で
、
日
本
代
表
選
手
も
い
る
な
ど
、

日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
プ
レ
ー
に

注
目
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
合

宿
予
定
で
す
。

熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す

い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
で
き
る
の

が
キ
ャ
ン
プ
の
楽
し
さ
で
も
あ
り

ま
す
。
あ
の
選
手
の
知
ら
な
か
っ

た
陰
で
の
努
力
、
将
来
日
本
代
表

に
入
り
そ
う
な
初
め
て
知
る
若
手

選
手
…
。
テ
レ
ビ
の
画
面
だ
け
で

は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
発
見
が

そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
は
新
シ
ー
ズ
ン
の
始

ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
チ
ー
ム
と

し
て
の
戦
術
、
チ
ー
ム
内
で
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
争
い
、
も
う
す
で
に

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
戦
い
は
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

選
手
の
熱
い
プ
レ
ー
を
、
ぜ
ひ

会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

皆
さ
ん
の
応
援
で
霧
島
市
か
ら
日

本
一
の
チ
ー
ム
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

※�

期
間
中
、
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
教
室
、
練
習
試
合
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
程
は

昨年は、初のＪリーグチャンピオンになること
ができました。これも、多くのサポーターの

応援のおかげです。本当にありがとうございました。
今回、チームとして初めて霧島市でキャンプをしま
す。このキャンプは新シーズンに向けてチーム、個
人のレベルアップのためにとても重要なものです。
霧島の地でチームとしても、個人としてもさらなる
成長を図り、Ｊリーグ連覇、アジアチャンピオンを
目指して頑張りますので、これからも応援してくだ
さい。皆さんに会えることを楽しみにしています。

調
整
中
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
観
光
の

窓
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

スポーツキャンプなどの日程表

◎サンフレッチェ広島（Jリーグチャンピオン）
◦期間＝１月24日㈭～２月４日㈪予定
◦場所＝国分運動公園（多目的広場、陸上競技場）

◎ＦＣソウル（Kリーグチャンピオン）
◦期間＝２月３日㈰～ 17日㈰予定
◦場所＝国分運動公園（陸上競技場）

◎京都サンガＦ．Ｃ．
◦期間＝２月６日㈬～ 16日㈯予定
◦場所＝国分運動公園（多目的広場）

◎日本ろう者サッカー協会
　男子・女子日本代表候補合宿
◦期間＝２月９日㈯～ 11日㈪予定
◦場所＝まきのはら運動公園（福山町福山）

◎太陽誘電女子ソフトボール部
◦期間＝２月８日㈮～ 17日㈰予定
◦場所＝国分球場

◎豊田自動織機女子ソフトボール部
◦期間＝２月18日㈪～３月３日㈰予定
◦場所＝国分球場

◎新日鉄住金かずさマジック（市民球団）
◦期間＝２月17日㈰～ 28日㈭予定
◦場所＝国分運動公園（多目的室内運動場）（雨天時のみ）

◎大学サッカーフェスティバルin霧島
◦期間＝３月11日㈪～ 15日㈮予定
◦�場所＝国分運動公園（陸上競技場、多目的広場）、ふ
れあいスポーツランド（鹿児島市）

※�観戦は無料です。天候などの影響で練習時間が変更にな
ることがあります。また、練習試合も開催される場合が
あります。詳しくは観光課までお問い合わせいただくか、
市ホームページにも掲載してあります。

サンフレッチェ広島 キャプテン

佐藤寿
ひさ

人
と

選手

昨年Ｊリーグ最優秀選手賞、
リーグ得点王、

フェアプレイ個人賞、
ベストイレブン獲得

スポーツキャンプシーズン到来©2012 S.FC

©2012 S.FC

©2012 S.FC

©KYOTO.P.S

©KYOTO.P.S

©KYOTO.P.S

©2012 S.FC
©1992 S.FC

昨年、キャンプ中の京都サン
ガの練習や試合を見に行きま
した。目の前でプロの技を見
ることができて興奮しました。
サッカー教室にも２年連続参
加しています。ドリブルの時に
顔を上げることを教わり、練
習でも意識するようにしてい
ます。今年もサッカー教室が
あったら参加して、ディフェン
スの仕方を学びたいです。

国分西サッカー
スポーツ少年団
キャプテン 
黒川和仁くん

し
ょっ　
き
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新聞でコンテストのこと
を知りました。旅行が

好きでお土産にも興味があっ
たので、出水市から参加しま
した。地元の物を使い工夫を
凝らした商品がたくさんあり、
どれもおいしかったです。個
人的に気になったのがお茶を
使ったプリン。なめらかな食
感と後から口の中に広がるお
茶の風味が最高でした。どこ
かに出かけるときに、いつも
お土産を何にしようか迷って
いたので、たくさんのお土産
に出会えて良かったです。

一般審査員

濵田 梢さん（29）
出水市在住

I N T E R V I E W

I N T E R V I E W

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
観
光
面
で
の
集
客
を
目
的
に
姶
良
・

伊
佐
地
域
観
光
連
絡
協
議
会
が
初
め
て
開
催

し
た
も
の
で
、
霧
島
市
、
姶
良
市
、
伊
佐
市
、

湧
水
町
の
計
30
の
団
体
・
個
人
か
ら
45
点
の

出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
は
、
ま
ず
専
門
審
査
員
が
行
い
、
そ

の
あ
と
県
内
か
ら
一
般
公
募
の
93
人
が
審
査
。

味
だ
け
で
な
く
、
使
っ
て
い
る
材
料
や
価
格
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
を
評
価
し
、
票
が
多
か
っ

た
も
の
が
入
賞
。
審
査
員
は
、
一
つ
一
つ
味

見
を
し
な
が
ら
、
材
料
や
味
付
け
、
出
品
者

の
思
い
を
聞
く
な
ど
、
熱
心
に
審
査
し
て
い

ま
し
た
。

地
域
経
済
活
性
化
の
カ
ギ

今
回
、
審
査
委
員
長
を
務
め
た
㈳
鹿
児
島

県
特
産
品
協
会
ブ
ラ
ン
ド
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
の
下
野
裕
二
さ
ん
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
振
り
返
り
ま
す
。

「
最
優
秀
賞
の
駅
弁
は
優
し
く
て
、
お
ふ

く
ろ
の
味
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
全

体
的
に
食
材
を
う
ま
く
使
い
、
見
た
目
も
工

夫
さ
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
お
土
産
は
お
い
し
い
だ
け
で
は
売
れ

ま
せ
ん
。
値
段
や
量
、
見
た
目
も
左
右
し
ま

す
。
今
回
の
作
品
の
中
に
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

“
き
り
し
ま
”“
か
ご
し
ま
”
の
文
字
が
な
い

物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
ど
う
使
う
か
も
商
品
開
発
に
は
必

要
で
す
」

さ
ら
に
下
野
さ
ん
は
コ
ン
テ
ス
ト
が
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

「
今
回
の
テ
ー
マ
は
“
き
り
し
ま
”。
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
き
り
し
ま
に
は
こ
ん
な
に
食
材
が
あ
っ

た
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
出
品
者
も
審
査
員

も
、
地
域
の
食
材
を
見
直
す
良
い
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
で
は
。
こ
こ
か
ら
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
が
生
ま
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

大
自
然
の
恵
み
と
、
た
く
さ
ん
の
思
い
が

詰
ま
っ
た
お
土
産
は
、
も
ら
っ
た
人
だ
け
で

は
な
く
地
域
を
も
元
気
に
し
て
く
れ
る
魔
法

の
箱
。
皆
さ
ん
も
、
ふ
る
さ
と
の
自
慢
に
い

か
が
で
す
か
。

※ 

２
月
に
鹿
児
島
市
の
山
形
屋
本
店
で
、
全

商
品
の
販
売
会
を
実
施
予
定
。
ま
た
、
全

商
品
の
写
真
と
販
売
者
の
声
、
問
い
合
わ

せ
先
な
ど
が
載
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作

成
中
で
す
。
一
部
商
品
は
、
製
造
元
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎�

問
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

きりしま新・食のおみやげ
決定

【優秀賞】ちゃ～どら（国分中央高校、霧島市）【優秀賞】霧島山麓湧水茶ぷりん（野いちご、湧水町）

【奨励賞】食べる黒酢（福山黒酢、霧島市）
☎099（218）8345

【奨励賞】桜島灰干し旬の魚３切セット（樹楽、姶良市）
☎（73）3812

【奨励賞】お米めん（ユーテック、湧水町）
☎（74）1221

【特別賞】キャロットリゾット
（加治木町農産加工、姶良市）

☎（63）4133

【特別賞】もぉギュウとトマトソース
（伊佐農林高校、伊佐市）

☎（22）1445

【特別賞】甘酒
（山下久治、霧島市）
☎（56）2432

最優秀賞
森の弁当やまだ屋
代表
山田まゆみさん（55）

審査委員長　下野裕二さん

【特別賞】霧島山麓茶～みりょうセット
（お茶の野本園、湧水町）

☎（74）2581

最優秀賞は駅弁「花の待つ駅 かれい川」

九州の駅弁ランキング３年連続１位、今年の
日本経済新聞が行った「旅の達人おすすめ駅
弁ランキング」では、全国の駅弁の中で３位
のポイントを獲得した人気の駅弁「百年の旅
物語かれい川」の第２弾として作られました。
黒米とアワのご飯に、アジをすり身にしたつ

けあげ、梅肉を詰め込んだサトイモ、郷土菓
子けせん団子など９品が入っています。
◎�土日祝日10食限定で、嘉例川駅にて午前
10時から販売（変更になる場合あり）。１個
1,050円、予約受付なし。

◎�問＝森の弁当やまだ屋�☎090（2085）0020

優秀賞　国分中央
高校

姶良伊佐地域らしい新しいお土産を募集した「きりしま！新・食のおみやげコンテスト」が12
月12日、霧島市役所多目的ホールでありました。最優秀賞に森の弁当やまだ屋（隼人）の駅
弁「花の待つ駅  かれい川」が、優秀賞に国分中央高校の「ちゃ～どら」が選ばれました。

地元の菓子店と共同開発したお菓子。生地とあんに霧島茶を
混ぜたどら焼きで、審査員からはお茶の香りが高く、食感が
良いと評価されました。 ☎（46）1535

湧水町産の煎茶 ･ 黒豆、鹿児島県産の生クリーム ･ 牛乳など
を使った濃厚でなめらかなプリン。 ☎（75）3541

中村美結さん、有馬佳美さん、福

留詩栞さん、宮脇桃枝さん（写真

左から、全員３年生）

一つ一つ試食して、材料や味付けなどを審査する一般審査員

【最優秀賞】花の待つ駅  かれい川

嘉例川駅を訪れた方をも
てなそうと、地域の方

が駅に花を飾っています。駅
弁は、その花をイメージして、
おもてなしの心を詰めました。
駅弁に入っているショウガの
佃煮は以前、嘉例川にお住
まいの高齢者に食べさせても
らったところおいしくて、あ
の時の感動を伝えたいと思
い作り方を学びました。霧島
にはおいしいふるさとの味が
あります。地元の食材を使い、
郷土の味を表現したかったん
です。最優秀賞は皆さんのお
かげ。食文化や地域の方の
思いを、この駅弁でつなげて
いきたいです。
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国
民
健
康
保
険
は
、
高
齢
化
や

医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
医
療

費
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
運

営
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、
国

民
健
康
保
険
税
（
以
下
＝
国
保

税
）
と
国
や
県
の
負
担
金
や
補
助

金
、
交
付
金
な
ど
の
ほ
か
、
市
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
の

収
入
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
歳

入
の
う
ち
国
保
税
の
占
め
る
割
合

は
約
16
％
、
一
方
、
歳
出
は
保
険

給
付
費（
医
療
費
）が
年
々
増
加
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る

と
、
現
在
の
国
保
税
の
額
で
は
国

保
制
度
を
運
営
で
き
な
く
な
り
ま

す
。（
グ
ラ
フ
①
）

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が

年
々
増
加

グ
ラ
フ
②
は
、
国
保
税
と
保
険

給
付
費
お
よ
び
国
保
税
を
財
源
の

一
部
と
し
て
い
る
も
の
の
推
移
を

示
し
た
も
の
で
す
。
保
険
給
付
費

は
、
平
成
23
年
度
が
約
98
億
円
で
、

平
成
22
年
度
よ
り
５
％
の
伸
び
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
比
例
し
、

入
院
、
入
院
外
、
歯
科
、
調
剤
の

項
目
別
に
お
い
て
も
増
加
し
、
平

成
23
年
度
の
一
人
当
た
り
医
療
費

は
約
37
万
円
と
な
り
、
平
成
20
年

度
に
比
べ
、
約
３
万
９
０
０
０
円

増
加
し
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
③
）

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
は

一
人
一
人
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た

心
掛
け
で
医
療
費
の
上
昇
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝
�

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
栄
養
や

休
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り
、

適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
健
康

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

重
複
受
診
を
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

気
軽
に
相
談
で
き
る
、
か
か
り

つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
※
１
）

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。（
全
て

の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
な

ど
、
注
意
点
も
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師

や
薬
剤
師
に
相
談
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変

更
を
言
い
出
し
づ
ら
い
場
合
は
、

保
険
証
と
一
緒
に
送
付
し
た
保

険
証
カ
バ
ー
に
掲
載
し
て
あ
る

希
望
欄
に
署
名
し
、
診
察
券
と

一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
）

安
定
的
な
国
保
運
営
を
行
う
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
が

第
一
で
す
。
普
段
か
ら
病
気
の
予

防
や
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心

掛
け
、
も
し
も
の
場
合
で
も
安
心

し
て
医
療
機
関
を
利
用
で
き
る
、

支
え
合
い
の
国
民
健
康
保
険
制
度

を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

※�

国
保
制
度
を
円
滑
に
運
営
し
て

い
く
た
め
、
国
保
税
を
公
平
公

正
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
納
期
内
納
付
が
困
難
な
場

合
は
随
時
、
納
付
相
談
に
も
応

じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保

険
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
８
６
、

収
納
課
☎（
64
）０
８
９
２
、
税

務
課
☎（
64
）０
８
８
４

自宅でも簡単にできるストレッチ
運動を習う市民の皆さん一人一人の心掛けが大切

食生活や日常の運動などの
意識を見直しませんか

国民健康保険の現状

医 療保険制度には、職場を通して加入する健康保険、
75歳以上の方が加入する「後期高齢者医療制度」

と、そのほかの方が加入する「国民健康保険」があります。
国民健康保険は市町村が保険者となり運営しています。
職場の健康保険と後期高齢者医療制度に加入している

方以外は、全ての方が国民健康保険に加入しなければな
りません。

国民健康保険は、加入者がお金（国民健康保険税）を
出し合って、お互いに助け合っていこうという相互扶助
の制度です。

国民健康保険とは

一人当たり医療費(円) 対20年比
H20 331,789 100％
H21 343,410 104％
H22 352,472 106％
H23 370,740 112％

平成23年度　市国民健康保険特別会計 決算の状況

市国民健康保険税と医療費などの推移

市国民健康保険の
医療費内訳（全体）

（億円）

（年度）

140

120

100

80

60

40

20

0
21 22

歯科
（億円）

（年度）

6.5

6.4

6.3

6.2

6.1

6.0

5.9

5.8

5.7

5.6
20 21 22 23

市国民健康保険の一人当りの医療費
（万円）

（年度）

38

37

36

35

34

33

32

31
20 21 22 23

入院外

（年度）

（億円）
39.0

38.5

38.0

37.5

37.0

36.5

36.0

35.5
20 21 22 23

23

調剤

（年度）

（億円）
14.5

14.0

13.5

13.0

12.5

12.0

11.5

11.0
20 21 22 23

※その他：前期高齢者納付金・介護納付金・老人保健拠出金

保険給付費
98億円
69.5%

国民健康保険税
23億円
16.1%

一般会計繰入金
11億円

 7.7%

療養給付費等・
前期高齢者・
共同事業交付金

62億円
43.3%

国・県支出金
45億円
31.5%

後期高齢者支援金等
14億円
9.9%

前期高齢者・介護納付金
老人保険拠出金
6億円
4.3%

その他
2億円
1.4%

その他
3億円
2.1%

共同事業拠出金
20億円
14.2%

歳 出

歳 入

141億円

143億円

グラフ①

グラフ②

グラフ③

その他
6億円

国民健康
保険税
24億円

国民健康
保険税
22億円

国民健康
保険税
23億円

保険
給付費
98億円

後期高齢者
支援資金等
14億円

保険
給付費
93億円

後期高齢者
支援資金等
13億円

保険
給付費
91億円

その他
7億円

その他
6億円

後期高齢者
支援資金等
14億円

入院
（億円）

（年度）

52

51

50

49

48

47

46

45

44

43
20 21 22 23

※１　研究開発によって新たに生まれ
た新薬（先発医薬品）の特許期間が過ぎ
た後、成分や効能、効果が同程度の製品
として製造・販売される後発医薬品のこ
とで、価格が安価な薬のこと。

ジェネリック医薬品の
処方を希望する
保険証カバー
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高
校
演
劇
部
最
後
の
１
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
た
さ
お
り
。
目
指
す

は
地
区
大
会
突
破
。
そ
ん
な
時
、
新

し
く
学
校
に
や
っ
て
き
た
先
生
が

言
っ
た
。
「
行
こ
う
よ
、
全
国
！
」

男
子
よ
り
も
、
勉
強
よ
り
も
大
切

な
日
々
が
幕
を
開
け
る
…
。

平
田
オ
リ
ザ
　
作

幕
が
上
が
る

朝
井
ま
か
て
　
作

江
戸
女
３
人
組
が
、
鬱う

っ

屈く
つ

を
胸
に
、

仕
事
も
家
庭
も
捨
て
お
い
て
、お
伊

勢
詣
り
に
繰
り
出
し
た
。か
し
ま
し

い
道
中
は
波
乱
の
連
続
で
…
！？

ぬ
け
ま
い
る

息
子
の
名
門
私
立
中
学
合
格
を
支
え

た
管
理
栄
養
士
の
お
弁
当
作
り
の
秘

訣
を
大
公
開
！

牧
野
直
子
　
作

元
気
塾
弁

霧
島
山
を
ぐ
る
り
と
一

周「
環
霧
島
周
遊
列
車

お
も
て
な
し
ツ
ア
ー
」

霧
島
山
の
魅
力
を
堪

能
し
て
も
ら
お
う
と
、

環
霧
島
会
議
が
Ｊ
Ｒ
九

州
支
店
と
協
力
し
て
実

施
し
て
い
る
「
環
（
ぐ
る
っ
と
）
霧

島
周
遊
列
車
」。
日
豊
本
線
、吉き

っ
　
と都

線
、

肥
薩
線
を
乗
り
換
え
な
し
で
結
ぶ
総

延
長
１
４
４
㌔
、
約
６
時
間
の
列
車

の
旅
で
す
。
今
年
度
は
４
回
の
運
行

を
企
画
し
て
お
り
、
毎
回
多
く
の
方

が
参
加
す
る
な
ど
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。

12
月
９
日
、
財
部
駅
を
発
着
駅
と

し
た
３
回
目
の
ツ
ア
ー
が
あ
り
、
88

人
が
参
加
。
停
車
駅
で
は
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
特
産
品
の
振
る
舞
い
や

即
売
会
が
あ
り
、
列
車
内
で
は
特
製

の
駅
弁
や
観
光
案
内
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

霧
島
市
の
お
も
て
な
し
駅
は
２
か

所
。
隼
人
駅
で
は
、
霧
島
茶
を
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
国
分
中
央
高
校
の
生
徒
が

地
元
和
菓
子
屋
と
共
同
開
発
し
た
霧

島
ジ
オ
パ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
商
品
「
霧
島

ち
ゃ
ろ
ー
る
」
と
霧
島
茶
で
も
て
な

し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
修

し
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

翔し
ょ
うさ

ん
は
「
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
で
参

加
し
ま
し
た
。『
ち
ゃ
ろ
ー
る
』
を

食
べ
て
霧
島
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に

話
し
ま
し
た
。

霧
島
温
泉
駅
で
は
霧
島
高
校
の
生

徒
が
関
平
鉱
泉
水
で
お
出
迎
え
、
構

内
で
は
霧
島
温
泉
駅
地
域
振
興
会
の

皆
さ
ん
が
焼
き
シ
イ
タ
ケ
や
手
作
り

の
抹
茶
お
は
ぎ
な
ど
で
も
て
な
し
ま

し
た
。
同
校
３
年
の
向
井
田
登と

　
む夢

さ

ん
は
「
お
客
さ
ま
の
笑
顔
が
私
を
元

気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
旅
で
霧

島
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、

ま
た
霧
島
に
来
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

霧
島
山
の
大
自
然
と
と
も
に
「
お

も
て
な
し
の
心
」
が
た
っ
ぷ
り
と
詰

ま
っ
た
列
車
の
旅
。
一
本
の
レ
ー
ル

で
つ
な
が
っ
た
お
も
て
な
し
駅
は
、

環
霧
島
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

環 霧 情 報
目指せ !世界ジオパーク認定

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構成され、
県境を越えて連携し地域活性化を図ります。

環霧島探訪
かんきりしまたんぼう

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

霧島山

E
V

E
N

T
S

 
O

F
 

K
A

N
K

I
R

I
S

H
I

M
A

苗
なわ

代
しろ

田
た

祭
まつり

（ベブがハホ） 京
きょう

町
まち

二日市

・�期日＝２月18日（月）午前11時から
・�場所＝狭

さ

野
の

神社（宮崎県西諸県郡高原町117）
・�内容＝ベブがハホは全国的に珍しい農耕神事、苗

代田祭のことで古い歴史があります。「ベブ」は牛、
「ハホ」は主婦のことで、神社の境内や社殿、広場
を田に見立て、作り物の牛を使い田ならし、種ま
きなどの模擬田作りを演じます。

◎ ＝高原町まちづくり推進課  ☎0984（42）２１１５

・�期日＝２月２日（土）、３日（日）両日とも午前９
時から

・�場所＝京町温泉駅前通り
・�内容＝90年余りの歴史がある南九州最大の買い

物市。植木、骨
こ っ

董
と う

、特産品など約450店もの露店が
並び、京町温泉駅前から約２㌔を歩行者天国とし
て、毎年約25万人の買い物客でにぎわいます。

◎ ＝えびの市商工会  ☎０９８４（３５）１５４４

えびの市高原町

土
産
に
関
平
鉱
泉

水
を
渡
す
霧
島
高

校
の
生
徒

ち
ゃ
ろ
ー
る
で
も

て
な
す
国
分
中
央

高
校
の
生
徒

イベント名 （  ）内は主催団体です 日　　時　［対　象］ 場　所

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ２月 2日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ２月 4日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 １月26日（土）、2月 9日（土）、23日（土） 14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
１月20日（日）11：00 ～ 11：30 ［幼児･小学生］
２月 1日（金）11：00 ～ 11：30 ［赤ちゃん］
２月 7日（木）16：00 ～ 16：30 ［幼児］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） ２月10日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） １月19日（土）14：00 ～15：00 横川図書室

お話の時間（紙ふうせん） １月21日（月）15：30 ～16：30 霧島図書室

おはなし広場（ふくの子おはなし会） １月26日（土）10：00 ～11：30 福山図書室

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

※国分図書館のイベントは健康マイレージ対象事業です。

夫
婦
の
散
歩
道
／
津
村
節
子

ジ
ョ
ン・マ
ン 

青
雲
編
／
山
本
一
力

心
が
わ
り 

狸
穴
あ
い
あ
い
坂
／
諸
田
玲
子

読
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
／
北
村 

薫

私
と
踊
っ
て
／
恩
田 

陸

し
ょ
う
が
の
味
は
熱
い
／
綿
矢
り
さ

潜
伏
者
／
折
原 

一

狛
犬
ジ
ョ
ン
の
軌
跡
／
垣
根
涼
介

蛍
草
／
葉
室 

麟

み
ち
く
さ
道
中
／
木
内 

昇

ヨ
ー
グ
ル
ト
マ
ジ
ッ
ク
／
荻
野
恭
子

道
は
み
ん
な
の
も
の
／
ク
ル
ー
サ

し
ょ
う
が
つ
が
く
る
と
／
沢
田
と
し
き

オ
ニ
た
い
じ
／
森 

絵
都

い
じ
わ
る
／
せ
な
け
い
こ

富
士
山
う
た
ご
よ
み
／
俵 

万
智

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、泣
き
た
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
、あ
の
日
の
こ
と
を

思
い
出
せ
ば
大
丈
夫
。た
く
さ
ん
の

お
母
さ
ん
た
ち
の
出
産
の
日
の
体
験

談
か
ら
う
ま
れ
た
、
頑
張
る
力
の
湧

い
て
く
る
絵
本
。

松
成
真
理
子
　
作

お
か
あ
さ
ん
だ
も
の

新

紹

介

刊

旅の途中
の本屋で

偶然手

にし、帰り
の列車の

中で涙を

流しながら
読みふけ

った本。

フジ子さん
の不器用

ながら

正直に一
生懸命に

生きている

姿が伝わ
ってくる。

パリの景

色、フジ子
さんの部

屋の写真

を眺める
のも楽しみ

の一つ。

迷う時、苦
しい時、こ

の本を

開きたくな
る。

フジ子・ヘ
ミング

我が心の
パリ

作者名：フ
ジ子・ヘミ

ング

推薦者

原村聖
さ と み

水さん
（福山町在

住）

フジ子さん
の

ピアノ演奏
も

聴きたくな
ります私

の
宝
本

イベント案内

おはなし王国inまきぞの
⃝日時＝２月９日（土）
　　　　午前10時～11時30分
⃝場所＝高千穂地区公民館
⃝内容＝�ボランティアグループなどに

よるおはなしほか
�問＝牧園総合支所教育振興課
　　☎（76）2714
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THE SCENE

霧島に生きる

「
絵
手
紙
は
相
手
を
思
う
気
持
ち
を
届

け
る
も
の
」。
二ふ

た

見み

朱あ
け

実み

さ
ん
（
70
）
は
、

そ
う
言
っ
て
柔
ら
か
く
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
絵
手
紙
で
さ
ま
ざ
ま
な
賞

を
受
賞
し
、
数
多
く
の
講
座
や
テ
レ
ビ
番

組
で
講
師
を
務
め
て
き
た
二
見
さ
ん
。
現

在
は
溝
辺
町
の
自
宅
で
「
二
見
塾
」
を
開

き
、
絵
手
紙
を
中
心
に
布
絵
や
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
キ
ル
ト
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。

絵
手
紙
人
生
の
始
ま
り
は
43
年
前
の
こ

と
で
し
た
。
福
岡
で
４
人
姉
妹
の
長
女
と

し
て
育
っ
た
二
見
さ
ん
は
、
結
婚
を
機
に

横
浜
へ
。
子
宝
に
も

恵
ま
れ
、
幸
せ
な
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
が
、
一
つ
気
掛
か

り
だ
っ
た
の
が
故
郷

に
残
し
て
き
た
両
親

の
こ
と
で
し
た
。
今

の
よ
う
に
電
話
も
メ
ー
ル
も
な
い
時
代
、

妹
の
結
婚
を
祝
う
は
が
き
を
書
い
た
と
き
、

「
手
紙
な
ら
伝
え
ら
れ
る
、
つ
な
が
れ
る
。

こ
れ
を
機
に
毎
週
一
枚
、
両
親
に
は
が
き

を
出
そ
う
」
と
決
心
。
は
が
き
通
信
の
始

ま
り
で
し
た
。

「
何
を
書
こ
う
か
と
毎
日
が
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。
愚
痴
や
暗
い
こ
と
は
書
き
た

く
な
い
の
で
、
楽
し
い
こ
と
や
う
れ
し
い

こ
と
を
探
す
癖
が
つ
き
ま
し
た
。
子
育
て

で
大
変
な
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
々

の
幸
せ
を
見
つ
け
て
、
は
が
き
に
の
せ
て

両
親
へ
送
り
ま
し
た
」

は
が
き
通
信
は
二
見
さ
ん
家
族
が
溝
辺

に
引
っ
越
し
て
か
ら
も
途
切
れ
る
こ
と
な

く
続
き
ま
す
。
初
め
は
文
字
が
多
か
っ
た

は
が
き
で
す
が
、
徐
々
に
イ
ラ
ス
ト
が
描

か
れ
、
短
い
言
葉
に
深
い
思
い
を
し
た
た

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
部

分
に
布
を
使
う
こ
と
も
あ
り
、
二
見
さ
ん

の
作
品
の
幅
は
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
長

女
の
文あ

や

さ
ん
の
結
婚
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

「
娘
の
名
字
が
二
見
で
あ
る
う
ち
に
１
０

０
枚
の
は
が
き
を
書
こ
う
。
１
０
０
回
二

見
文
様
と
書
こ
う
」
と
決
め
、
実
行
し
ま

し
た
。

「
は
が
き
を
書
く
こ
と
を
苦
に
思
っ
た

こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
返
事
を
も

ら
え
ば
と
て
も
う
れ
し
い
し
、
何
よ
り
相

手
を
思
っ
て
気
持
ち
を
届
け
る
こ
と
が
、

い
つ
の
間
に
か
私
の
生
き
が
い
に
な
っ
て

い
ま
し
た
」

両
親
が
亡
く
な
る
ま
で
欠
か
さ
ず
続
け

ら
れ
た
は
が
き
通
信
。
30
年
以
上
の
時
を

か
け
て
届
け
ら
れ
た
、
１
５
７
８
通
の
は

が
き
は
、
き
れ
い
に
つ
づ
ら
れ
、
二
見
さ

ん
の
思
い
が
両
親
に
届
い
て
い
た
こ
と
を

表
し
て
い
ま
し
た
。

両
親
と
の
は
が
き
通
信
が
終
わ
っ
た
あ

と
、
二
見
さ
ん
は
結
婚
し
た
娘
に
絵
手
紙

を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
一
枚

書
い
て
、
二
人
の
娘
に
交
互
に
送
り
ま
す
。

一
日
置
き
に
送
ら
れ
て
く
る
絵
手
紙
に
の

せ
た
母
の
思
い
は
、
娘
た
ち
の
心
に
届
い

て
い
ま
す
。
文
さ
ん
は
、
出
産
を
機
に
故

郷
の
両
親
へ
絵
手
紙
を
送
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
結
婚
生
活
で
辛
い
と
き
も
あ

り
、
そ
ん
な
感
情
を
表
し
た
絵
手
紙
を
送

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
母
か
ら
届
く
絵
手
紙
に
は
具
体
的

な
解
決
策
が
書
い
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い

け
れ
ど
、
深
い
意
味
と
温
も
り
が
込
め
ら

れ
て
い
て
、
私
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
し

た
」
と
文
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
今
で
は
高

校
生
に
な
っ
た
文
さ
ん
の
息
子
た
ち
も
二

見
さ
ん
に
絵
手
紙
を
送
っ
て
く
れ
ま
す
。

「
絵
手
紙
の
母
さ
ん
に
な
り
た
い
の
」

と
言
う
二
見
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
１
０
０

０
人
以
上
の
生
徒
を
教
え
、
交
わ
し
た
絵

手
紙
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
。
展
示
会
や

イ
ベ
ン
ト
も
積
極
的
に
開
催
し
ま
す
。
き

っ
か
け
は
家
族
と
始
め
た
は
が
き
通
信
、

今
で
は
二
見
さ
ん
の
周
り
に
絵
手
紙
の
輪

が
広
が
り
、
多
く
の
人
と
心
を
通
わ
せ
、

多
く
の
人
に
母
と
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
絵
手
紙
は
一
人
で
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
受
け
取
る
人
が
、
は
が
き
に
込
め
た

思
い
を
読
み
取
っ
て
く
れ
て
、
初
め
て
意

味
を
成
し
ま
す
。
心
が
つ
な
が
る
ん
で

す
」は

が
き
一
枚
一
枚
に
込
め
ら
れ
た
思
い
。

そ
れ
は
受
け
取
っ
た
人
の
心
に
優
し
く
優

し
く
重
ね
ら
れ
、
い
つ
し
か
深
い
絆
を
育

ん
で
い
ま
し
た
。

二
ふた

見
み

朱
あけ

実
み

さん（70）
福岡で生まれ育ち、高校教師
となる。結婚後、夫の仕事の
関係で横浜、松戸、霧島市溝
辺町へ転居。平成８年全国
年賀状コンクール絵手紙部
門で郵政大臣賞受賞。平成
16～20年「ＮＨＫテレビの
情報番組」で絵手紙コーナーを担当し、県内各地で絵手紙講
座の講師を務める。平成22年から各地の教室を閉じ、自宅で

「二見塾」の活動をしている。絵手紙集「父母に贈る こころの
詩」、布絵とエッセー「朱雲のふるさと」を出版。

１
０
０
０
枚
絵
手
紙
展
用
の
作
品
を
描
く
二
見
さ
ん

思いやりの心

届く 伝わる

優しい絵手紙

二
見
さ
ん
手
書
き
の

２
０
１
３
年
年
賀
状

ヘタがビッシリ1000枚絵手紙展
～かける幸せ  あげる幸せ  もらう幸せ～
二見さんに100枚の絵手紙を送った10人の方の作品展を開催します。

⃝ 日時＝１月３日（木）～ 30日（水）午前10時～
午後６時（最終日は正午まで）

⃝ 場所＝大坪茶舗ギャラリー（溝辺町麓）
イベント
案内
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◎原則として往診はいたしません。
◎都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
◎内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
◎眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

◎日曜・祝日薬局日程表（2月） 姶良郡薬剤師会

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表（2月）
◀◀◀保健だより

食
生
活
か
ら
健
康
づ
く
り
を

始
め
ま
せ
ん
か

新
年
を
迎
え
２
週
間
余
り
が
過

ぎ
ま
し
た
。
正
月
休
み
で
食
生
活

が
乱
れ
た
ま
ま
で
は
な
い
で
す
か
。

市
で
は
「
き
り
し
ま
版
食
事
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」
食

べ
た
ら
良
い
か
の
目
安
を
図
の

「
コ
マ
」
の
形
で
表
し
、
上
か
ら

下
に
行
く
ほ
ど
小
さ
く
な
り
、
取

る
べ
き
物
や
量
を
表
し
て
い
ま
す
。

食
事
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
し
て
、
食

生
活
か
ら
１
年
の
健
康
づ
く
り
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

小
児
科
・
内
科
夜
間
救
急
診
療

⃝
�

月
～
金
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

⃝
�

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

◎�

問
＝
霧
島
市
医
師
会
医
療
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
１

休
日
歯
科
救
急
診
療

⃝
�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

⃝
��

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー（
空
港
近

く
）

◎�

問
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
☎

（
58
）４
３
８
８

姶良郡薬剤師会　☎（43）3352 ／ＦＡＸ（43）3299　◎開局時間については、午前９時から午後５時までです。

日 曜日 地　区 薬　局　名 電　話

3日 日
隼 人 あもりがわ薬局 ４４－９２１１
隼 人 隼人薬局 ４３－０００２

10日 日
隼 人 ひなた調剤薬局 ４２－８７０４
国 分 きらら薬局 ４７－５６５６

11日 月
国 分 国分ひろせ調剤薬局 ４６－９０８２
隼 人 くにみ薬局隼人店 ６４－２６６２

17日 日

隼 人 とざか薬局隼人店 ６４－２２７０
国 分 フタヤ薬局国分店 ４８－８４８４
隼 人 フロム薬局 ４４－９２９２
牧 園 寺脇薬局 ７６－２００８
隼 人 はやと第一薬局 ４３－６３６３
国 分 みほし薬局 ４８－５８４０

24日 日 国 分 ㈱霧島市民薬局 ４５－４３３８

日 曜日 地  区 病　院　名 診療科目 電　話

3日 日

国 分 前田産婦人科クリニック 産婦人科 ４６－６８００
隼 人 吉満内科クリニック 内科 ４２－８８８０
姶良市（加治木） 松本外科胃腸科医院 外科胃腸科 ６３－１９１１
姶良市（姶良） 野元内科医院 内科 ６５－２０１５
湧 水 町 林内科医院 内科小児科 ７５－２０４７
国 分 いぢち眼科 眼科 ４７－３６１８
姶良市（加治木） なかむら小児科 小児科 ６４－３７１１

10日 日

国 分 石塚内科 内科 ４５－０４１９
隼 人 さくら皮膚科 皮膚科 ４２－０２１９
姶良市（加治木） 港町クリニック 整形理学療法科 ６３－９７９１
姶良市（姶良） たけうちクリニック 胃内外小児科 ６４－５５５０
横 川 伊東内科クリニック 内消呼吸器科 ７２－９０８８
隼 人 隼人福島眼科 眼科 ６４－２９４０
国 分 いかりこどもクリニック 小児科 ４８－５８５８

11日 月

国 分 井料クリニック 脳神経外科 ４６－９３００
隼 人 森クリニック呼吸器科・内科 内呼吸器科 ４２－８１１１
姶良市（加治木） 加治木中央クリニック 内科 ６３－８８００
姶良市（姶良） よしだ内科クリニック 内消循環器科 ６５－１３３３
湧 水 町 田代医院 内科循環器科 ７４－２０７５
姶良市（加治木） 西眼科医院 眼科 ６２－２５２６
姶良市（姶良） こどもクリニック山﨑 小児科 ６５－１３５０

17日 日

国 分 三輪クリニック 内科外科 ７３－３１３８
隼 人 はやと整形外科 整形外科 ４３－６１１１
溝 辺 壱岐医院 内科小児科 ５９－２０１９
姶良市（姶良） 久永医院 内科 ６５－２５０７
牧 園 大庭医院 内科小児科 ７６－１９８４
隼 人 椎原眼科医院 眼科 ４３－１０５０
国 分 こうの子どもクリニック 小児科 ４７－１２１１

24日 日

国 分 宮内皮ふ科クリニック 皮膚科 ４６－８６１２
隼 人 まさやクリニック 内心療眼小児科 ６４－２７５０
姶良市（加治木） 川畑内科医院 内科胃腸小児科 ６３－１４９９
姶良市（蒲生） 原田内科 内科 ５２－００２３
湧 水 町 吉松温泉医院 内科 ７５－３３１１
姶良市（姶良） 青雲会病院眼科 眼科 ６６－３０８０
姶良市（加治木） すこやかクリニック 小児科 ６２－０３０８

長
官
）
で
あ
る
陽や

侯こ
の
ふ
ひ
と史
麻ま

呂ろ

の
殺
害
か
ら
始

ま
る
「
隼
人
の
抵
抗
」
か
ら
で
も
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
朝
廷
の
動
き
や
南
九
州
の

事
情
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
か
ら
大
隅

国
建
国
に
至
り
ま
し
た
。

建
国
は
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
決
し
て

お
祝
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
府
が
当
地

（
国
分
府
中
が
有
力
）
に
置
か
れ
た
こ
と
で
、

政
治
経
済
の
中
心
と
な
っ
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
し
、
大
隅
国
分
寺
、
韓か

ら

国く
に

宇う

豆ず

峯み
ね

神
社
、

台
明
寺
、
祓

は
ら
い

戸ど

神
社
、
大
隅
正し

ょ
う

八
幡
宮
（
鹿

児
島
神
宮
）
な
ど
多
く
の
神
社
仏
閣
な
ど
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
一
年
間
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、

特
別
展
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通
し
て
、「
大

隅
国
」
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

平
成
二
十
五
年
は
、「
大お

お

隅す
み
の

国く
に

」
が
建
国
し

て
か
ら
千
三
百
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。

大
隅
国
の
建
国
に
つ
い
て
は
、『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
の
和わ

銅ど
う

六
（
七
一
三
）
年
四
月
の
記
事

に
「
日

ひ
ゅ
う
が
の向
国く

に

の
肝き

も

坏つ
き
・
囎そ唹
・
大お

お

隅す
み
・
姶

の
四
郡
を
割さ

き
て
、始
め
て
大
隅
国
を
置
く
」

と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
日
向
国
に
属
し
て
い
た

四
つ
の
郡
で
大
隅
国
が
造
ら
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
ま
た
、「
同
じ
く
丹た

ん

波ば
の

国く
に
の
五
郡

を
割
い
て
丹た

ん

後ご
の

国く
に
（
京
都
府
北
部
）
を
置
き
、

備び

前ぜ
ん
の

国く
に

の
六
郡
を
分
け
て
美

み
ま
さ
か
の作

国く
に

（
岡
山
県

北
部
）
を
置
く
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
奈
良

朝
廷
が
律り

つ

令り
ょ
う

制せ
い

度ど

の
確
立
と
支
配
力
強
化
を

全
国
的
に
進
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
　
律
令
国
家
の
成
立

で
は
、
こ
の
時
期
の
中
央
（
朝
廷
）
の
様

子
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。六

七
三
年
に
即
位
し
た
天
武
天
皇
は
、
遣

唐
使
か
ら
齎も

た
らさ
れ
た
唐
（
中
国
）
や
新し

ら
ぎ羅
（
朝

鮮
半
島
）
な
ど
の
情
勢
か
ら
、
律
令
制
度
に

よ
る
支
配
体
制
こ
そ
最
善
の
国
の
運
営
と
考

え
、
六
八
一
年
に
律
令
の
制
定
に
着
手
、
大

宝
元
（
七
〇
一
）
年
に
、
わ
が
国
に
お
い
て

初
め
て
「
律
・
令
」
と
も
に
備
わ
っ
た
法
典

「
大た

い

宝ほ
う

律り
つ

令り
ょ
う」
が
完
成
し
ま
し
た
。「
律
・
令
」

と
は
、国
家
の
統
治
組
織
、
官
人
の
服
務
規
定
、

人
民
の
租
税
・
労
役
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。

中
で
も
、
人
々
へ
の
租
税
・
労
役
で
あ
る
、

租そ

（
穀
物
の
徴
収
）、
庸よ

う
（
都
で
の
労
役
、
代

納
物
で
も
可
）、調ち

ょ
う（
製
品
や
特
産
物
の
徴
収
）

な
ど
は
、
非
常
に
重
た
い
負
担
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

二
　
南
九
州
の
事
情

こ
の
頃
の
南
九
州
の
様
子
は
ど
う
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

南
九
州
の
人
々
は
、
古
事
記
・
日
本
書
紀

で
は
、野
蛮
な
争
い
を
好
む
よ
う
な
「
悪
役
」

と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
争
い

を
好
ま
ず
、
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
を
し

て
い
た
温
厚
で
素
朴
な
人
た
ち
だ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
分
上
小
川
に
残
っ
て
い
る

「
拍

ひ
ょ
う

子し

橋ば
し

伝
説
」
の
逸
話
か
ら
で
も
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
景
行
天
皇
の
息
子
で
あ

る
小お

う
す
の碓
皇み

子こ

が
ク
マ
ソ
の
征
伐
に
訪
れ
た
際
、

女
装
し
て
宴
に
潜
り
込
み
、
ク
マ
ソ
の
首
長
、

川か
わ

上か
み

梟た
け
る師
を
殺
害
し
ま
す
。
川
上
梟
師
は

「
こ
れ
か
ら
は
私
の
名
の
タ
ケ
ル
を
取
っ
て
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
と
名
乗
り
く
だ
さ
い
」
と
言
っ

て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
ま

す
。
相
手
を
疑
わ
ず
、敵
に
名
を
与
え
る
な
ど
、

い
か
に
も
純
朴
な
感
じ
が
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
々
へ
の
、
新
た
な
支
配
体

制
下
で
の
租
税
・
労
役
は
、
受
け
入
れ
難
い

制
度
で
し
た
。

三
　
大
隅
国
の
建
国

大
隅
国
の
建
国
は
、
薩
摩
国
や
丹
後
国
、

美
作
国
な
ど
と
同
様
に
、
奈
良
朝
廷
が
律

令
制
度
の
確
立
と
支
配
力
を
よ
り
強
め
る
た

め
行
っ
た
も
の
で
、
薩
摩
国
が
武
力
で
設
置

さ
れ
た
よ
う
に
、
大
隅
の
地
で
も
か
な
り
の

抵
抗
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
し
、
建
国
後
も
、

養
老
四
（
七
二
〇
）
年
に
国

く
に
の

守か
み
（
大
隅
国
の

「
大

お

お

隅
す

み

の

国く

に

」
建
国
と

そ
の
背
景

あ
い  

ら

大隅国建国1300年記
念

大隅国は和銅６（713）年に建国され、その国府は霧
島市国分にあったといわれています。今年は建国1300
年を迎えます。そのことを記念して、さまざまなイベ
ントを実施します。

■連続講演会 第２回講演会
⃝日時＝２月17日（日）午後１時30分～３時
⃝場所＝国分公民館３階大会議室
⃝講師＝永山修一さん（ラ・サール学園）
⃝内容＝大隅国建国の事情（入場無料）
⃝申込方法＝電話で。
⃝申込期間＝１月18日（金）～２月15日（金）
◎�問・�申＝文化振興課  ☎（42）1119

シ
リ
ー
ズ
大
隅
国
を
知
る  

❶
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凍
結
や
破
裂
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

厚
手
の
布
な
ど
を
水
道
管
に
巻
き

付
け
、
そ
の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
を
巻
い
て
、
直
接
冷
気
を

受
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

管
や
蛇
口
が
凍
っ
た
時
は
、
自
然

に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
凍
っ
て

し
ま
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
を

か
ぶ
せ
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱
い

お
湯
を
か
け
る
と
、
管
や
蛇
口
が

破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
蛇
口
を
開
け

て
も
水
が
出
な
い
場
合
、
蛇
口
を

開
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
蛇
口

は
閉
じ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■�

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た

場
合

水
道
管
が
破
裂
し
た
時
は
、

メ
ー
タ
ー
器
近
く
に
あ
る
止
水
栓

を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
止
水
栓
が

ど
こ
に
あ
る
か
前
も
っ
て
確
認
し

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
水
道

メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
漏
水

に
つ
い
て
は
、
水
道
部
で
は
修
理

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
指
定
の
水

道
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

◎�

＝
水
道
部
管
理
課
☎（
42
）３

５
０
０

議
員
と
語
ろ
か
い

市
議
会
で
は
、
積
極
的
な
情
報

公
開
や
分
か
り
や
す
い
議
会
運
営

に
努
め
て
い
ま
す
。「
議
員
と
語

ろ
か
い
」
は
、
議
員
が
地
域
に
出

向
き
、
議
会
活
動
の
状
況
を
直
接

報
告
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
意
見

交
換
を
す
る
場
で
す
。

◎�

＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に
注
意

寒
く
な
る
と
、
水
道
管
が
凍
結

や
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎霧島市からのお知らせ

霧
島
市
の
情
報
を

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
あ
な
た
へ

■
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
１
４
０

文
字
以
内
の
短
文
を
投
稿
（
ツ

イ
ー
ト
）
し
、
そ
れ
ら
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用
し
て

誰
で
も
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
霧
島
市
で
は
１
月
９
日
か
ら

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
、
暮
ら
し

の
情
報
、
観
光
情
報
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
や
災
害
情

報
な
ど
市
政
に

関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
発

信
し
ま
す
。

※�

原
則
、
霧
島
市
の
発
信
に
対
す

る
意
見
な
ど
に
個
別
の
返
信
は

し
ま
せ
ん
。

⃝
�

霧
島
市
ユ
ー
ザ
ー
名
＝@

kiri�
shim

a_city

◎�

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

献
血
と
健
診
無
料
実
施

（
　
歳
か
ら
　
歳
の
方
）

「
霧
島
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
」

と
あ
わ
せ
て
若
年
層
向
け
の
献
血

県
民
税
額
を
正
し
く
算
出
す
る
基

礎
と
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算
定

基
礎
と
な
り
ま
す
。

申
告
を
し
な
い
と
国
民
健
康
保

険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
ほ
か
、
市
営
住
宅
や
保
育
園
な

ど
の
手
続
き
に
必
要
な
所
得
証
明

書
な
ど
が
発
行
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
詳
細
は
１
月
16
日
に
自
治
会

を
通
じ
て
配
布
し
た
「
平
成
25
年

度
申
告
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

⃝
�

営
業
や
農
業
な
ど
の
収
支
が
あ

る
方
は
、
領
収
書
な
ど
を
整
理

し
て
、
あ
ら
か
じ
め
収
支
内
訳

書
を
書
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⃝
�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

医
療
費
の
領
収
書
を
、
病
院
・

個
人
ご
と
に
１
年
分
を
ま
と
め

て
整
理
し
、
計
算
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

※�

公
的
年
金
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か

つ
、
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税

を
実
施
し
ま
す
。
献
血
者
が
減
っ

て
い
る
一
方
、
輸
血
を
必
要
と
す

る
方
は
増
え
て
お
り
、
２
０
２
７

年
に
は
全
国
で
約
１
０
１
万
人
の

血
液
が
不
足
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
鹿
児
島
県
は
、
全
国
の
中

で
も
特
に
血
液
が
不
足
し
て
い
る

状
態
で
す
。

当
日
は
健
康
診
断
も
行
い
ま
す
。

年
々
、
若
く
で
生
活
習
慣
病
を
発

症
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
病

気
の
リ
ス
ク
や
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

受
診
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
景

品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
17
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階

◎�

＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
実
施

⃝
�

対
象
者
＝
３
月
31
日
ま
で
に
40

歳
以
上
に
な
る
市
民
で
、
過
去

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け

て
い
な
い
方
。

⃝
�

料
金
＝
Ｈ
ｂ
ｓ
抗
体
検
査
１
０

０
円
、
Ｃ
型
肝
炎
検
査
５
０
０

円
（
40
歳
か
ら
５
歳
刻
み
の
75

歳
ま
で
の
対
象
者
に
は
、
検
診

が
無
料
と
な
る
案
内
文
を
送
付

し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
受
診
希

望
者
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

◎�

問
・

＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）

０
９
０
５

都
市
計
画
区
域
の

拡
大
案
説
明
会

市
で
は
総
合
的
な
都
市
計
画
を

進
め
て
い
く
た
め
、
都
市
計
画
区

域
の
設
定
を
見
直
し
、
拡
大
案
を

作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
も
説
明
会
を
開
催
し
、
今
回
、

案
の
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
十
分
ご
理

解
い
た
だ
く
た
め
に
、
再
度
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

◎�

＝
都
市
計
画
課
都
市
計
画
第

２
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０
８

平
成
25
年
度
市
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
申
告

平
成
24
年
分
の
所
得
の
申
告
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
は
、
市

お
知
ら
せ

日　　時 会　　　場

２月４日（月）
18：00 ～ 19：30

国分会場 上之段地区公民館
（上之段1637）

溝辺会場 竹子集会センター
（竹子638-3）

横川会場 横川山ヶ野ふれあい交流館
（上ノ776）

牧園会場 牧園農村活性化センター
（宿窪田813-11）

２月５日（火）
18：00 ～ 19：30

霧島会場 永水地区公民館
（永水3821）

隼人会場 小浜地区公民館
（小浜215-1）

福山会場 小廻地区公民館
（福山3524-1）

国分会場 向花地区コミュニティセンター
（向花町14-6）

日程および受付時間 場　　　　所
１月24日（木）13:00 ～ 15:00
１月25日（金） 8:00 ～ 10:00
１月28日（月） 8:00 ～ 10:00

すこやか保健センター

１月28日（月）13:00 ～ 15:00 溝辺保健福祉センター

１月25日（金）13:00 ～ 15:00 牧園保健センター

１月31日（木） 8:00 ～ 10:00
13:00 ～ 15:00

２月 1日（金） 8:00 ～ 10:00
13:00 ～ 15:00

２月 4日（月）13:00 ～ 15:00

国分福祉センター

地域名 都市計画区域を拡大する主な土地の範囲（予定）
〔地区自治公民館名又は（自治会名）で表示〕 日　　時 会　　場

牧園・隼人 （中津川２区の一部）。（安楽の全部）。 2/ 5（火）19:00 ～ 妙見消防会館２階
（嘉例川4402-8）（妙見の一部）。 2/ 6（水）19:00 ～

霧　島
中央、待世、田口、狭名田、枦野、桂内、霧島の全部。
向田、大川、湯之宮の一部。（牧園・持松３区の一
部）。（牧園・持松４区の一部）。

2/ 7（木）19:00 ～ 霧島公民館大会議室
（田口148-1/☎57-0316）

2/ 8（金）19:00 ～ 霧島小学校体育館
（田口2255/☎57-0834）

溝　辺
下有川切門、石原、上石原、曽我、据石ヶ岡、稲荷、
陵北、水尻・横頭の全部。瀬竹、永尾、宮久、宮川
内、三縄、大川内岡の一部。（松脇住宅の全部）。
（金割団地の全部）。（第２金割団地の全部）。

2/12（火）19:00 ～ 竹子小学校体育館
（竹子859/☎59-2832）

2/13（水）19:00 ～ みそめ館２階研修室
（麓3391-102/☎58-3391）

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　＝「健康マイレージ」対象の事業

第50回 市民と自衛隊のつどい開催
昭和39年に始まった「市民と自
衛隊のつどい」が、今年、50回目の
節目を迎えます。他県の自衛隊で
は、このような市民と一緒になっ
たイベントはあまりありません。
当日は日当山侏

しゅ

儒
じゅ

どんの劇や
かさ踊り、市民と自衛隊での演奏
など、笑いあり感動ありの内容に
なっています。50年続く歴史ある
ふるさとのイベントに、ぜひお越
しください。

■公開リハーサル
⃝�日時＝２月８日（金）午後５時
30分開場、午後６時 30分開演
■本番
⃝�日時＝２月９日（土）【昼の部】午
後０時30分開場、１時30分開演
【夜の部】午後５時30分開場、６
時30分開演
⃝場所＝霧島市民会館
⃝�入場料＝無料。ただし入場券が
必要です。入場券は１月21日

（月）から市役所国分庁舎総合
案内、隼人庁舎地域振興課、各
総合支所地域振興課、福山市民
サービスセンターで配布します
が、枚数に限りがあります。代理
での受領はご遠慮ください。
※�公開リハーサルについては入場
券不要です。

　　　総務課��☎（64）0915

市民と自衛隊のつどい
が半世紀も続いてき

た理由

は、市民と先輩方、
隊員が一緒になって

頑張り、

守ってきたからだと思
います。みんなの思

いを受け継ぐ

ために隊員も熱心に
練習に励んでいます

。私は「かさ踊

り」の指導にあたって
いますが、毎年１月に

なると厳しい

任務の後、１時間ほ
ど、若手に指導してい

ます。かさ踊

りの見どころは、なん
といっても自衛隊らし

い機敏な動

きです。みんなの心
が一つにならないと

、いい演技は

できません。ほかの
中隊の寸劇では、自

分たちで衣装

を作るなどして、楽し
いイベントにしようと

頑張っていま

す。当日は自衛隊な
らではの訓練や寸劇

、舞踊披露な

ど笑いあり感動あり
の内容になっています

。皆さんに楽

しんでもらえるように
精いっぱい頑張りま

すので、ぜひ

会場にお越しください
。

陸上自衛隊
国分駐屯地第２中隊

「かさ踊り」リーダー

濵田隆さん（51）

霧島市ツイッターの
携帯コード
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提
出

⃝
�

入
札
日
時
＝
２
月
18
日（
月
）午

前
10
時
か
ら

⃝
�

入
札
場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階

大
会
議
室

⃝
�

決
定
方
法
＝
予
定
価
格
以
上
で

最
高
価
格
の
入
札
者
に
決
定

（
２
人
以
上
の
場
合
は
く
じ
）

⃝
�

入
札
保
証
金
＝
免
除

⃝
�

契
約
保
証
金
＝
免
除

⃝
�

契
約
＝
落
札
後
７
日
以
内

⃝
�

入
金
＝
契
約
締
結
後
７
日
以
内

に
全
額
納
入

⃝
�

引
き
渡
し
＝
売
却
代
金
の
納
入

と
車
体
の
文
字
消
し
を
確
認
後

※�

物
件
は
現
状
渡
し
の
た
め
、
引

き
渡
し
後
の
不
調
、
故
障
な
ど

の
補
償
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

◎�

問
・

＝
衛
生
施
設
課
施
設
管

理
グ
ル
ー
プ
☎（
45
）０
０
７
０

建
国
記
念
の
日
祝
賀
行
事

国
の
誕
生
を
祝
い
、
先
人
の
偉

業
に
感
謝
し
、
国
を
愛
す
る
心
を

養
い
、
よ
り
豊
か
で
平
和
な
日
本

を
築
く
た
め
に
、
建
国
記
念
の
日

の
祝
賀
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
11
日
（
月
・
建
国

記
念
の
日
）
午
前
９
時
～
11
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル　

⃝
�

内
容
＝
街
頭
パ
レ
ー
ド
、
式
典

（
郷
土
芸
能
、
薬
丸
野の

太だ

刀ち

自

顕
流
披
露
）

◎�

＝
道
義
高
揚
・
豊
か
な
心
推

進
協
議
会
事
務
局
（
総
務
課
市

民
運
動
推
進
室
内
）
☎（
64
）０

９
１
５

部
落
解
放

第
８
回
霧
島
市
研
究
集
会

市
民
一
人
一
人
が
人
権
問
題
を

自
ら
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、

正
し
い
理
解
と
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。（
入
場

無
料
、
手
話
通
訳
あ
り
）

⃝
�

日
時
＝
１
月
26
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

テ
ー
マ
＝
人
権
の
ま
ち
き
り
し

ま
を
目
指
し
て

⃝
�

講
師
＝
松
村
智
広
さ
ん
（
み
え

人
権
教
育
・
啓
発
研
究
会
代
表
）

⃝
�

演
題
＝
へ
こ
た
れ
へ
ん
～
人
は

き
っ
と
つ
な
が
れ
る
～

⃝
�

そ
の
ほ
か
＝
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

（
人
権
バ
ン
ド
：
ニ
ラ
イ
カ
ナ

イ
）、
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展

※�
託
児
あ
り
（
要
事
前
予
約
）

◎�
＝
隼
人
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）０
５
５
８
、
市
民

課
人
権
擁
護
推
進
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
０
１

メ
ダ
リ
ス
ト
来
た
る

ニ
チ
レ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
特
別
泳

力
検
定
会
に
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
泳
４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
宮

下
純
一
さ
ん
が
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
来
ら
れ
、
ミ
ニ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
模
範
泳
法
な
ど
を
行
い
ま
す
。

一
般
の
方
も
見
学
で
き
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
10
日（
日
）午
前
９

時
45
分
～
11
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
総
合
プ
ー
ル

◎�

＝
姶
良
地
区
水
泳
連
盟
事

務
局【
竹
ノ
内
】☎
０
９
０（
９

４
７
１
）１
１
１
９

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

⃝
�

時
間
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら（
開
場
午
後
１
時
）

⃝
�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）
予
約
不
要

⃝
�

定
員
＝
80
人（
入
場
制
限
あ
り
）

【
２
月
の
上
映
作
品
】

⃝
�

７
日
＝
Ｍ
ａ
ｙ
ｕ
コ
コ
ロ
の
星

（
07
年
・
１
２
３
分
）
一
人
の

女
性
の
コ
コ
ロ
の
成
長
と「
生
」

に
向
き
合
う
姿
を
描
い
た
作
品
。

の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
住
民
税
の
申
告

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�
所
得
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
加
治
木
税
務

署
☎（
62
―
２
１
６
１
）へ
。

◎�

＝
税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
８
８
４
、
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
税
務
グ

ル
ー
プ

霧
島
市
道
義
高
揚
豊
か
な
心

推
進
大
会
・
安
心
安
全
ま
ち
づ

く
り
大
会
２
０
１
３
合
同
開
催

⃝
�

日
時
＝
２
月
16
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
正
午　

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

主
な
内
容
＝
善
行
者
表
彰
、
あ

い
さ
つ
運
動
の
取
り
組
み
事
例

発
表
、
記
念
講
演
（
県
警
察
少

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
山
下

良
一
さ
ん
）

◎�

＝
総
務
課
市
民
運
動
推
進

室
☎（
64
）０
９
１
５
、
安
心
安

全
課
交
通
防
犯
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
９
７

市
が
所
有
す
る
重
機
な
ど
の

一
般
競
争
入
札

【
売
却
す
る
重
機
な
ど
】

K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ

⃝
�

14
日
＝
屋
根
（
56
年
・
１
１
０

分
）
一
晩
で
屋
根
ま
で
作
れ
る

か
。
第
二
次
大
戦
後
の
住
宅
難

を
描
い
た
作
品
。

⃝
�

21
日
＝
０
か
ら
の
風
（
07
年
・

１
１
１
分
）
母
親
の
愛
が
法
律

を
変
え
た
。
実
話
に
基
づ
く
感

動
の
物
語
。

⃝
�

28
日
＝
第
三
の
男
（
49
年
・
１

２
０
分
）名
匠
キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ー

ド
の
傑
作
と
し
て
世
界
映
画
史

の
な
か
に
光
り
輝
く
サ
ス
ペ
ン

ス
作
品
。

◎�

＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
１
９

第
７
回
霧
島
市
芸
術
祭

霧
島
市
文
化
協
会
主
催
の
芸
術

祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
３
日（
日
）午
後
０

時
30
分
開
場
、
午
後
１
時
開
演

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

内
容
＝
舞
踊
、
太
極
拳
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、三
味
線
、大
正
琴
な
ど
。

◎�

＝
文
化
振
興
課
☎（
42
）１
１

１
９

募 

集

霧
島
市
奨
学
生
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
25
年

⃝
�

申
込
＝
１
月
23
日（
水
）か
ら

◎�

問
・

＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
８

広
報
き
り
し
ま
広
告
掲
載

先
行
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

市
で
は
広
報
誌
な
ど
へ
の
広
告

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年

度
発
行
分
の
広
告
掲
載
に
つ
い
て
、

先
行
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

⃝
�

広
告
掲
載
料

◦�

上
旬
号
＝（
裏
表
紙
一
面
）21
万

円（
税
込
み
）
１
枠

◦�

お
知
ら
せ
版
＝
（
１
ペ
ー
ジ
の

５
分
の
１
段
）
５
万
２
５
０
０

円
（
税
込
み
）
４
枠

⃝
�

申
込
締
切
＝
２
月
15
日（
金
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
申
込
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

希
望
掲
載
月
の
広
告
枠
を
超
過

し
た
場
合
は
抽
選
。

◎�

問
・

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広

聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

霧
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
募
集

平
成
25
年
度
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま

す
。

⃝
�

広
告
掲
載
料
＝
１
枠
月
額
１
万

５
７
５
０
円
（
税
込
み
）

度
霧
島
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
奨
学
生
の
資
格

市
内
に
居
住
す
る
方
の
子
で
、

高
等
学
校
、
専
修
学
校
、
短
大
、

大
学
、
大
学
院
な
ど
に
在
学
（
予

定
）
し
、
学
業
、
人
物
と
も
に
優

秀
で
、
か
つ
学
資
の
支
弁
が
困
難

な
方
。

※�

国
や
県
の
奨
学
資
金
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

⃝
�

貸
与
月
額（
平
成
24
年
度
現
在
）

＝
高
校
な
ど
／
１
万
８
０
０
０

円
以
内
、
大
学
な
ど
／
４
万
４

０
０
０
円
以
内
、
大
学
院
／
８

万
７
０
０
０
円
以
内
。

※
全
て
無
利
子
で
す
。

⃝
�

貸
与
期
間
＝
当
該
学
校
の
正
規

の
修
業
期
間
中

⃝
�

返
還
＝
貸
与
額
を
卒
業
の
翌
月

か
ら
起
算
し
て
１
年
後
か
ら
、

高
校
な
ど
は
８
年
間
、
大
学
な

ど
は
10
年
間
、
大
学
院
は
２
か

年
課
程
が
10
年
間
、
３
か
年
課

程
が
15
年
間
で
月
賦
、
半
年
賦

ま
た
は
年
賦
で
全
額
返
還
。

※�

大
学
な
ど
、
大
学
院
の
２
か
年

課
程
ま
た
は
３
か
年
課
程
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
の
貸

与
を
受
け
る
人
に
つ
い
て
は
、

返
還
期
間
を
15
年
ま
た
は
20
年

の
う
ち
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⃝
�

申
込
締
切
＝
３
月
22
日（
金
）

◎�

問
・

＝
教
育
総
務
課
教
育
政

策
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１
１
５
、

国
分
教
育
総
務
課
、
各
出
張
所

教
育
振
興
課

応
急
手
当
普
及
員
講
習

受
講
者
は
、
普
通
救
命
講
習
会

の
指
導
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

⃝
�

対
象
者
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市

内
勤
務
の
方

⃝
�

定
員
＝
20
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
�

日
時
＝
2
月
15
日（
金
）～
17
日

（
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分

⃝
�

場
所=

霧
島
市
消
防
局
３
階

大
会
議
室

⃝
�

内
容
＝
救
命
講
習
会
に
お
け
る

指
導
要
領
を
学
び
ま
す
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
17
日（
月
）～

1
月
31
日（
木
）

⃝
�

受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

４
８
０
０
円
別
途
必
要
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

◎�

＝
消
防
局
警
防
課
救
急
救

助
係
☎（
64
）０
４
３
２

「
ス
テ
キ
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

教
室
」
の
募
集

「
健
康
美
人
を
つ
く
る
栄
養
の

話
」
と
「
有
酸
素
運
動
」
で
、ぽ
っ

こ
り
お
腹
を
す
っ
き
り
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

対
象
＝
40
歳
以
上
の
女
性
で
特

に
運
動
制
限
な
ど
が
な
い
方
。

⃝
�

場
所
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー

⃝
�

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

⃝
�

募
集
人
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

料
金
＝
無
料

⃝
�

参
加
資
格
＝
次
の
方
を
除
き
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦
成
年
被
後
見
人
。

◦�

未
成
年
者
、
被
保
佐
人
お
よ
び

被
補
助
人
で
あ
っ
て
契
約
締
結

の
同
意
を
得
て
い
な
い
方
。

◦�

破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い
方
。

◦�

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民

健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
２
月
５
日（
火
）～

12
日（
火
）の
間
に
必
要
書
類
を

添
付
し
た
入
札
参
加
申
込
書
を in

f
o

r
m

a
tio

n 

品名／年式 型式／走行距離
および使用時間 車両の状態 公開日時 公開場所

４tダンプ／
平成４年

日野
U-FC3WCAD／
83,136Km

抹消渡し
２月８日（金）
13:00 ～ 15:00

敷根清掃
センター
ストック
ヤード

ホイール
ローダー／
不明

TCM社製 830-2
／ 4,541.4h

可動
（ナンバー無し）

期　日 内　　 容

2/18（月） 健康美人をつくる栄養の話①『カロリーダウン４つのコツ』
ストレッチ体操・有酸素運動で腹筋アップ

2/25（月） 健康美人をつくる栄養の話②『カラフル食事編』
ダンベル体操で二の腕シェイプアップ

3/ 5（火） 健康美人をつくる栄養の話③『油脂編』
ストレッチポールでからだのゆがみ・背中スッキリ

3/11（月） 健康美人をつくる栄養の話④『お菓子・間食編』
ソフトジムボールでお腹シェイプアップ

3/18（月） 健康美人をつくる栄養の話⑤『果物・野菜編』
チューブ体操でおしり・太腿シェイプアップ

3/25（月) 健康美人をつくる栄養の話⑥『総集編』
ストレッチ体操・有酸素運動総集編

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　＝「健康マイレージ」対象の事業
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⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

※�

ラ
ン
チ
で
語
イ
も
ん
そ
会
は
内

容
を
要
約
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

◎�

問
・

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広

聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

 

６
０
３ 

／
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
入

門
講
座

⃝
�

期
日
＝
２
月
８
日（
金
）

�

午
後
１

時
～
３
時
30
分

⃝
�

受
講
料
＝
５
０
０
円

 

４
０
３ 

／
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座

（
入
門
コ
ー
ス
）

⃝
�

期
日
＝
２
月
19
日（
火
）、20
日

（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

 

４
０
４ 

／
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座

（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）

⃝
�

期
日
＝
２
月
21
日（
木
）、
22
日

（
金
）午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

⃝
�

受
講
料
＝
４
０
３
・
４
０
４

は
、
１
０
０
０
円

⃝
�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

⃝
�

定
員
＝
各
20
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。

⃝
�

申
込
締
切
＝�

６
０
３�

は
、１
月�

23
日（
水
）、�

４
０
３�

・�

４
０
４

は
、
２
月
５
日（
火
）必
着
。

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

問
・

＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁

目
45
－
１

第
12
回
山
ケ
野

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

～
黄
金
の
郷さ

と

史
跡
め
ぐ
り
～

三
百
余
年
の
歴
史
に
ロ
マ
ン
を

秘
め
る
山
ケ
野
金
山
で
史
跡
を
巡

り
な
が
ら
、
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
３
月
３
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
20
分

（
受
付
＝
午
前
８
時
10
分
か
ら
）

⃝
�

集
合
場
所
＝
横
川
丸
岡
公
園

（
緑
地
公
園
）

⃝
�

参
加
資
格
＝
健
康
で
完
歩
可
能

な
方
（
歩
行
距
離
約
13
㌔
）

⃝
�

参
加
料
＝
一
般
２
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
（
未

就
学
児
は
無
料
。
た
だ
し
保
護

者
同
伴
）

⃝
�

定
員
＝
３
０
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

⃝
�

申
込
期
間
＝
１
月
21
日（
月
）～

２
月
１
日（
金
）

◎�

問
・

＝
実
行
委
員
会
事
務
局

☎（
64
）６
８
３
３
、
℻（
72
）１

８
７
５

県
営
住
宅
へ
の
入
居
募
集

県
で
は
平
成
25
年
度
に
県
営
住

宅
へ
の
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を

対
象
に
、
空
き
家
待
ち
順
位
登
録

の
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。
申
し

込
み
手
続
き
は
、
指
定
管
理
者
㈱

南
日
ホ
ー
ム
姶
良
支
店
に
委
託
し

て
い
ま
す
の
で
、
入
居
希
望
の
方

は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

２
月
１
日（
金
）～
25
日（
月
）

⃝
�

抽
選
日
時
＝
３
月
７
日（
木
）午

後
２
時
か
ら

⃝
�

抽
選
場
所
＝
姶
良
市
役
所
加
治

木
総
合
支
所
敷
地
内
消
防
庁
舎

２
階
消
防
会
議
室

◎�

問
・

＝
㈱
南
日
ホ
ー
ム
姶
良

支
店
☎（
64
）３
８
８
０
、
姶
良

市
加
治
木
町

天
降
川
地
区
共
同

利
用
施
設
自
主
講
座

■�

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
講
座
～
何
色

の
年
に
し
よ
う
か
な
～

⃝
�

日
時
＝
２
月
14
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

掲
載
位
置
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ほ
か
６
画
面

の
最
下
部

⃝
�

募
集
枠
数
＝
10
枠

⃝
�

締
切
＝
３
月
４
日（
月
）必
着

⃝
�

掲
載
開
始
＝
４
月
１
日（
月
）

※�

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

国
際
交
流
お
菓
子
作
り

ア
メ
リ
カ
の
レ
モ
ン
メ
レ
ン
ゲ

パ
イ
を
国
際
交
流
員
と
一
緒
に
作

り
、
味
わ
い
な
が
ら
異
文
化
の
交

流
を
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
20
日（
水
）午
後
２

時
～
４
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
２
階
調
理

実
習
室
・
講
義
室

⃝
�

定
員
＝
15
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
�

参
加
費
＝
３
０
０
円
（
保
険
料

込
み
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
13
日（
水
）

◎�

問
・

＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

中
国
語
教
室
（
標
準
語
）

中
国
出
身
の
国
際
交
流
員
と
一

緒
に
簡
単
な
中
国
語
や
中
国
文
化

K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ

⃝
�

定
員
＝
15
人
（
成
人
女
性
）

⃝
�

準
備
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
・

ハ
サ
ミ
・
手
拭
用
タ
オ
ル

⃝
�

受
講
料
＝
１
５
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）�

■ 

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座
～
プ
ル

プ
ル
ジ
ェ
ル
作
り
～

⃝
�

日
時
＝
2
月
12
日（
火
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

定
員
＝
20
人
（
成
人
女
性
）

⃝
�

準
備
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具

⃝
�

受
講
料
＝
１
８
０
０
円
（
材
料

代
込
み
）

※�

会
場
は
ど
ち
ら
と
も
中
会
議
室

で
す
。
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

◎�

問
・

＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

日
本
に
滞
在
し
て
い
る
留
学
生

を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受

け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
学
生

以
上
の
学
生
で
、
日
常
会
話
程
度

の
日
本
語
は
話
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

⃝
�

期
間
＝
３
月
10
日（
日
）～
24
日

（
日
）

◎�

問
・

＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い

も
交
流
☎（
64
）７
７
５
１

９
５
）３
３
４
８

無
料
調
停
相
談
会

夫
婦
・
親
子
関
係
、
扶
養
、
離
婚
、

遺
産
相
続
、
土
地
・
建
物
の
売
買
、

土
地
の
境
界
、
交
通
事
故
な
ど
に

関
す
る
調
停
手
続
き
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。〈
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

⃝
�

日
時
＝
２
月
23
日（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
姶
良
公
民
館
大
会
議
室

２
階

⃝
�

相
談
員
＝
鹿
児
島
家
庭
裁
判
所

加
治
木
支
部
調
停
委
員

◎�

＝
加
治
木
調
停
協
会
【
成

瀬
】
☎
０
８
０（
５
６
０
４
）２

８
７
９

税
理
士
記
念
日

無
料
税
務
相
談
会

相
続
、贈
与
、土
地
建
物
の
売
却
、

確
定
申
告
な
ど
の
相
談
に
税
理
士

が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
予
約
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。〈
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
〉

⃝
�

期
日
＝
２
月
24
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
特
設
会
場

◎�

＝
南
九
州
税
理
士
会
加
治

木
支
部
☎（
62
）２
９
８
４

相
談

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

悩
み
や
問
題
を
女
性
の
相
談
員

が
あ
な
た
と
と
も
に
考
え
、
問
題

解
決
へ
向
か
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。〈
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

人
権
相
談

家
族
間
の
問
題
、
財
産
・
相
続

の
問
題
、
差
別
、
い
じ
め
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。〈
秘
密
厳
守
・
相

談
無
料
〉

⃝
�

相
談
日
／
場
所

◦�

２
月
４
日（
月
）／
溝
辺
総
合
支
所

◦�

２
月
５
日（
火
）／
牧
園
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、福
山
公
民
館
分
館

◦�

２
月
14
日（
木
）／
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

◦�

２
月
21
日（
木
）／
隼
人
庁
舎

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

担
当
者
＝
霧
島
人
権
擁
護
委

員
・
法
務
局
職
員

※�

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
常
設

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧

島
支
局
☎（
45
）０
０
６
４

心
の
相
談

「
心
の
病
気
」
は
誰
で
も
か
か

り
う
る
病
気
で
す
。
本
人
・
ご
家

族
の
相
談
を
臨
床
心
理
士
・
保
健

師
が
お
受
け
し
て
い
ま
す
。〈
秘

密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

⃝
�

日
時
＝
２
月
14
日
、
21
日
、
３

月
14
日
、
21
日
（
い
ず
れ
も
木

曜
日
・
要
予
約
）
午
前
９
時
30

分
～
10
時
30
分

◎�

＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
８

定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
、
相
談
ご
と
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

〈
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

⃝
�

日
時
／
場
所
／
連
絡
先

◦�

２
月
８
日（
金
）午
前
９
時
～
正

午
／
牧
園
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

／
牧
園
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎（
76
）２
７
０
１

◦�

２
月
21
日（
木
）午
前
10
時
～
午

後
3
時
／
霧
島
総
合
支
所
１
階

和
室
／
霧
島
総
合
支
所
地
域
振

興
課
☎（
45
）５
１
１
１
（
内
線

５
８
１
５
）

◎�

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

年
金
相
談

年
金
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

老
齢
年
金
な
ど
の
請
求
手
続
き
も

で
き
ま
す
。〈
秘
密
厳
守
・
相
談

無
料
〉

⃝
�

日
時
＝
２
月
15
日（
金
）午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
小
研

修
室

⃝
�

必
要
な
も
の
＝
相
談
者
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
。

⃝
�

相
談
員
＝
社
会
保
険
労
務
士

※�

原
則
相
談
日
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。（
予
約
な
し
で

お
越
し
の
場
合
は
、
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◎�

問
・

＝
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
鹿
児
島
☎
０
９
９
（
２

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
21
日（
木
）午
後
６

時
30
分
～
８
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
小
会

議
室

⃝
�

定
員
＝
15
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
15
日（
金
）

◎�

問
・

＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

一
日
移
動
市
長
室
で

市
長
と
語
イ
も
ん
そ

■
一
日
移
動
市
長
室

霧
島
地
区
内
に
居
住
・
活
動
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
面
談
者
を

募
集
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
2
月
13
日（
水
）午
前
中

（
各
30
分
程
度
）

■ 

市
長
と
ラ
ン
チ
で
語
イ
も
ん
そ

会霧
島
地
区
内
で
活
動
さ
れ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
食
事
会

参
加
者
を
１
グ
ル
ー
プ
（
６
人
程

度
）
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
2
月
13
日（
水
）正
午
～

午
後
１
時
ご
ろ

⃝
�

場
所
＝
霧
島
総
合
支
所
会
議
室

⃝
�

食
事
代
＝
自
己
負
担
６
０
０
円

程
度

⃝
�

申
込
期
限
＝
１
月
30
日（
水
）

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

期日 ２月９日（土） ２月26日（火）
時間 12：30 ～ 17：00 13：30 ～ 16：30

場所 霧島市働く婦人の家
（国分中央三丁目43-10）

隼人庁舎
（隼人町内山田一丁目11-11）

相談
方法

<面接相談>
要予約

☎099（254）2651
メンタルケア研究会
・コラソン

<面接相談>
<電話相談>
予約不要

電話相談の場合
☎（45）5111

対象 市内在住または市内事業所へ勤務する女性

※　＝「健康マイレージ」対象の事業

◎� ＝企画政策課☎（64）0914
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う
ぶ
声

届
出
日
（
11
／
16
～
12
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
出
生
児
）	

（
届
出
者
）	（
自
治
会
）

久
積　

彩あ
や

乃の	

健
志	

仲
町

河
野　

充み
ち
る	

計	

上
花
園

花
野　

太た

一い
ち	

竜
也	

野
口
南

花
野　

耕こ
う

佑す
け	

竜
也	

野
口
南

下
塩　

侑ゆ
う

甫ほ	

幸
将	

川
跡
西

久
留　

ミ
リ
ヤ	

克
彦	

パ
レ
ス
ト
国
分

岩
田　

聡そ
う

太た

郎ろ
う	

幸
也	

立
川

大
橋　

寿す

ず々

菜な	

嘉
津
紀	

道
場
口

有
村　

悠ゆ
う

汰た	

大	

府
中
前
西

逆
瀨
川
祐ゆ
う

太た

郎ろ
う	

栄
一	

広
瀬
16

古
市　

蒼そ
う

馬ま	

栄
志	

松
木
中

中
村　

蒼そ
う

介す
け	
貴
志	

唐
仁
東
１

辰
已　

琥こ

珀は
く	
裕	

三
郷

久
保　

夢ゆ
い
と翔	

大
介	

野
口
南

田
實　

清き
よ

虎と
ら	

幸
男	
西
下
東

田
辺　

優ゆ
う	

五
郎	
府
中
前
西

面
髙　

梨り

衣い

紗さ	

逸
郎	

福
島
５

中
島　

こ
は
る	

佑
介	

道
場
口

日
髙　

杏あ

純す
み	

美
緖
子	

ま
い
づ
る

横
田　

は
な	

秀
喜	

東
内
の
丸

友
成　

咲さ

菜な	

益
久	

広
瀬
17

志
比
田　

結ゆ

愛あ	

智
則	

新
清
水
団
地

末
川　

紗さ

彩あ
や	

勝
喜	

ま
い
づ
る

平
山　

輝て
る

馬ま	

真
澄	

新
地
西

小
中
野　

蓮れ
ん	

晃	

迫
田
１

浦
上　

侑た
す
く	

満	

小
畑

今
村　

麻ま

乃の

杏あ	

和
浩	

青
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

蜂
谷　

廉れ
ん	

大	

福
島
８

奥
田　

優ゆ
う

楽ら	

未
優	

向
花
平
田

末
永　

優ゆ

衣い	

昭
洋	

福
島
８

長
友　

望み

夢ゆ	

望
朗	

小
畑

福
島　

瑠
り
ゅ
う

信し
ん	

信
哉	

鐘
突

中
尾　

亘こ
う

佑す
け	

吉
宏	

唐
仁
東
１

荒
木　

蒼そ
う

眞ま	

誠	

ま
い
づ
る

久
留
須　

凛り
ん

花か	

駿
治	

新
田

中
村　

吏り

玖く	

健
吾	

青
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

松
下　

侑ゆ
う

生せ
い	

健
二	

新
重
久
団
地

田
渕　

樹じ
ゅ

恋れ
ん	

宏
樹	

福
島
６

山
田　

健け
ん

策さ
く	

浩
二	

福
島
４

村
上　

愛あ
い

瑠る	

琴
美	

久
保
田
西

高
野　

恵け
い

輔す
け	

徹	

豊
北

江
口　

綾
り
ょ
う

亮す
け	
博
英	

園
田

◎
溝
辺
地
区

中
園　

陽ひ

奈な

莉り	

敏
康	

十
三
塚
自
治
公

町
田　

響
き
ょ
う

介す
け	

貴
之	

原
村
団
地

村
上　

陽は
る

真ま	

栄
一
郎	

玉
利
団
地
１
号
棟

山
口　

優ゆ

空ら	

勝
也	

原
村
団
地

二
月
田　

華か

蓮れ
ん	

毅	

第
２
計
牛
団
地

◎
横
川
地
区

住
吉　

つ
く
し	

潤
一
郎	

向
植
村

森
元　

若わ
か

菜な	

宏
樹	

下
町

枇
杷
田　

穂み
の
り	

麻
衣
子	

高
圧
住
宅

吉
田　

笑え

愛な	

真
悟	

茶
屋

◎
牧
園
地
区

神
田　

柊
し
ゅ
う

人と	

孝	

三
体
２
区

永
田　

悠ゆ
う

斗と	

久	

中
津
川
７
区

南　
　

結ゆ

音の	

美
和	

高
千
穂
３
区

村
岡　

星せ
い

那な	

一
孝	

牧
園
９
区

◎
霧
島
地
区

松
元　

実み

生お	

啓
太	

祓
谷

◎
隼
人
地
区

吉
永　

愛あ
い	

和
義	

新
川
７

中
村　

旬
し
ゅ
ん

輔す
け	

賢
治	

中
央
２

原
口　

叶か
な

翔と	

友
伸	

住
吉
15

德
𠮷　

愛あ
い

咲さ	

秋
夫	

糸
走

西
胤　

佳か

波な
み	

陽
平	

田
方
団
地

藤
原　

つ
ぐ
み	

忍	

県
営
小
田
団
地

日
髙　

ま
つ
り	

奉
文	

川
尻
西

迫
田　

瑠る

偉い

斗と	

直
一	

天
降
川

山
本　

結ゆ

愛あ	

伸
吾	

稲
成
田

脇
元　

百ひ
ゃ

玖く

式し
き	

智
葊	

大
津

肥
後　

優ま
さ

心む
ね	

健
裕	

東
前

田
上　

凱か
い

晴せ
い	

陽
平	

新
川
９

真
辺　

龍
り
ゅ
う

心し
ん	

ち
あ
き	

見
次
１

大
薗　

悠ゆ

翔う	

卓	

真
孝
17

南
原　

優ゆ
う

心し
ん	

祐
介	

住
吉
17

盛
岡　

里り

帆ほ	

和
也	

中
道
１
の
西

内
門　

鈴り

結む	

孝
子	

新
川
５

榮
倉　

沙さ

紀き	

隆
幸	

新
川
９

濱
田　

莉り

心こ	

英
太	

納
屋
５

宮
本　

愛あ
い

歌か	

賢
吾	

真
孝
17

野
原　

都と

羽わ	

清
隆	

武
安

塩
川　

陽は
る

己き	

裕
志	

中
城
中

末
吉　

莉り
い
さ彩	

謙
一	

木
之
房
団
地

作
村　

壮そ
う

大だ
い	

行
生	

新
川
９

窪
德　

結ゆ
い	

祐
作	

妙
見

林　
　

丈
じ
ょ
う

太た

郎ろ
う	

丈
夫	

新
川
７

濵
田　

唯ゆ
い

羽は	

卓
也	

稲
成
田

原
田　

琥こ

珀は
く	

秀
一	

稲
成
田

増
留　

輝あ
き
ら空	

康
一	

山
野
北

畠
野　

愛あ

唯い	

翔	

中
道
２

◎
福
山
地
区

和
田　

然ぜ
ん	

浩
平	

下
牧
之
原

新
德　

結ゆ

舞ま	

伸
一	

下
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
11
／
16
～
12
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
氏　

名
）　　
　
　

 （
年
齢
）    （
自
治
会
）

林　
　

タ
マ　
　
　

92　
　

下
立

植
益　

忠
昭　
　
　

83　
　

一
心

池
田　

一
枝　
　
　

101　
　

島
馬
場

岡
本　

ハ
ル
ヱ　
　

90　
　

福
島
６

赤
塚　

久
枝　
　
　

87　
　

前
馬
場
第
１

加
治
木　

卓
二　
　

77　
　

東
馬
場

西
村　

辰
雄　
　
　

86　
　

新
地
西

宮
永　

ミ
ヨ　
　
　

99　
　

広
瀬
11

市
野　

ミ
チ　
　
　

84　
　

中
市

中
堂
薗　

照
江　
　

82　
　

広
瀬
18

霜
出　

哲
雄　
　
　

83　
　

鳥
越

宮
田　

ノ
ブ　
　
　

98　
　

岩
戸

豊
葊　

悦
子　
　
　

65　
　

西
内
の
丸

大
園　

タ
ネ　
　
　

90　
　

脇
元

濵
﨑　

ア
ツ
子　
　

82　
　

新
田

窪
田　

功　
　
　
　

78　
　

松
木
中

東　
　

盛
秀　
　
　

84　
　

松
木
西

伊
集
院　

仁　
　
　

70　
　

下
村
西

西
村　

ス
ミ
ヱ　
　

96　
　

一
条

有
村　

ト
ミ
子　
　

87　
　

野
口
西
第
二

有
留　

ハ
ル　
　
　

90　
　

西
前
田

渡
邊　

仙
一
郎　
　

66　
　

弟
子
丸

𠮷
田　

勇　
　
　
　

86　
　

西
上

松
本　

シ
ヅ
子　
　

83　
　

豊
北

矢
野　

和
男　
　
　

91　
　

西
下

田
中　

ケ
サ
ヅ
ル　

99　
　

美
の
前

◎
溝
辺
地
区

荷
福　

英
峰　
　
　

48　
　

第
３
前
原
団
地

川
野　

ハ
ル　
　
　

100　
　

石
峯
自
治
公

横
手　

千
雄　
　
　

86　
　

十
三
塚
自
治
公

澤
田　

幸
俊　
　
　

77　
　

大
内
田
南

◎
横
川
地
区

白
川　

凉
子　
　
　

65　
　

向
植
村

上
田
橋　

ヒ
デ　
　

92　
　

下
小
脇

古
城　

エ
ミ
子　
　

77　
　

古
城

東
原　

シ
ツ
ヱ　
　

96　
　

横
川
緑
風
園

久
留
須　

重
幸　
　

87　
　

北
園

◎
牧
園
地
区

中
小
路　

茂
紀　
　

81　
　

持
松
２
区

園
田　

美
槻　
　
　

82　
　

万
膳
２
区

大
工　

幸
子　
　
　

79　
　

万
膳
５
区

白
石　

三
郎　
　
　

93　
　

牧
園
４
区

竹
下　

承
陽　
　
　

70　
　

中
津
川
７
区

阿
多　

健
造　
　
　

71　
　

牧
園
８
区

谷
口　

ハ
ツ
ケ
サ　

91　
　

牧
園
８
区

満
田　

勇　
　
　
　

77　
　

持
松
３
区

◎
霧
島
地
区

松
元　

ミ
ツ
エ　
　

93　
　

祓
谷

藤
﨑　

實　
　
　
　

70　
　

駅
前

冷
水　

マ
ツ
子　
　

85　
　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
霧
島

山
田　

盛
吉　
　
　

94　
　

狭
名
田

久
木
山　

次
男　
　

77　
　

湯
之
宮

西
田　

ツ
ル
エ　
　

96　
　

湯
之
宮

◎
隼
人
地
区

池
田　

フ
サ
エ　
　

100　
　

大
津

坂
口　

仁　
　
　
　

86　
　

真
孝
６

竹
之
内　

サ
チ
コ　

89　
　

小
田
西

藤
原　

節
子　
　
　

87　
　

下
平

越
迫　

ト
ミ
エ　
　

90　
　

馬
場

園
田　

フ
ミ
子　
　

76　
　

新
高
畑

小
倉　

二　
　
　
　

94　
　

西
瓜
川
原

林　

フ
ヂ
子　
　
　

87　
　

浜
之
市
団
地

坂
口　

鐵
志　
　
　

74　
　

中
姫
城
東

福
田　

ヒ
ワ　
　
　

97　
　

原

谷
口　

キ
イ　
　
　

91　
　

山
下

田
中　

ト
キ
ヱ　
　

86　
　

新
川
３

中
村　

セ
ツ
子　
　

85　
　

山
下

外
山　

房
子　
　
　

93　
　

川
尻
西

細
山
田　

幸
子　
　

82　
　

下
平

小
城　

良
畩　
　
　

89　
　

中
姫
城
東

平
野　

ヒ
サ
コ　
　

77　
　

東
後

湊　
　

美
智
子　
　

55　
　

里
下

鳥
丸　

久
雄　
　
　

69　
　

新
川
３

藤
崎　

孝
則　
　
　

81　
　

新
七

中
水
流　

親　
　
　

84　
　

下
平

岩
下　

光
德　
　
　

95　
　

埓
上

◎
福
山
地
区

原
田　

清
子　
　
　

73　
　

新
原

近
藤　

ハ
ヤ
子　
　

72　
　

新
原

武
元　

ナ
ヨ
子　
　

86　
　

下
牧
之
原

野
崎　

セ
ツ
子　
　

77　
　

川
路
原

ご
み
収
集
日
程
表
・
分
別
表

広
告
掲
載
の
お
願
い

市
で
は
㈲
国
分
新
生
社
印
刷
と
共
同
で
来

年
度
の
「
ご
み
収
集
日
程
表
・
分
別
表
」
の

発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
掲
載
す
る
ご
み

関
連
情
報
は
生
活
に
密
着
し
た
情
報
の
た
め
、

市
民
の
目
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、
ま
た
全

世
帯
に
配
布
す
る
の
で
広
告
媒
体
と
し
て
大

い
に
期
待
で
き
ま
す
。

広
告
募
集
の
た
め
、
国
分
新
生
社
印
刷
社

員
が
市
内
の
企
業
な
ど
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※�

広
告
募
集
の
詳
細
は
国
分
新
生
社
印
刷

（
担
当
：
川
田
）☎（
45
）４
８
８
０
、メ
ー

ルs-kokubu@
alm
ond.ocn.ne.jp

へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場

合
、
掲
載
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎�

問
＝
環
境
衛
生
課
廃
棄
物
対
策
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
５
０

臨
時
職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
お
詫
び

昨
年
５
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
横
川
長

安
寮
臨
時
職
員
が
入
所
者
30
人
の
預
貯
金
か

ら
１
４
０
万
円
余
り
を
着
服
い
た
し
ま
し
た
。

か
ね
て
よ
り
臨
時
職
員
を
含
む
職
員
の
不

祥
事
の
根
絶
に
向
け
、
綱
紀
粛
正
に
取
り
組

ん
で
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
皆
さ
ま
の
信
頼

を
大
き
く
裏
切
る
結
果
を
招
き
ま
し
た
こ
と

は
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
取

り
組
み
を
、
職
員
の
隅
々
ま
で
行
き
わ
た
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
最
高
責

任
者
と
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
今
回
の
不
祥
事
を
重
く
受
け
止

め
、
管
理
職
の
職
員
を
筆
頭
に
全
職
員
に
対

し
て
服
務
指
導
を
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
徹

底
し
、
さ
ら
な
る
公
務
員
倫
理
の
確
立
と
、

厳
正
な
服
務
規
律
の
確
保
に
努
め
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
入
所
者
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
一
日
も
早
い
信

頼
回
復
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

霧
島
市
長　

前
田　

終
止

※このコーナーは、出生届・死亡届提出時に掲載依頼書を出された方のみ掲載しています。
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で
い
き
た
い
。
い
つ
ま
で
も
素
晴

ら
し
い
霧
島
市
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。（
さ
る
さ
る
30
歳
男
性
）

●

県
外
に
出
て
、
よ
そ
の
土
地
で

も
ま
れ
る
こ
と
で
地
元
の
良
さ
を

再
認
識
で
き
、
郷
土
愛
が
深
ま
る

の
で
す
ね
。

12
月
も
あ
っ
と
い
う
間
に

中
旬
で
す
ね
。
今
年
も

残
り
わ
ず
か
…
。
悔
い
の
な
い
よ

う
に
過
ご
し
た
い
で
す
。
今
月
の

広
報
誌
で
子
ど
も
と
女
性
を
狙
う

犯
罪
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

子
ど
も
も
保
育
園
で
「
い
か
の
お

す
し
を
学
ん
だ
」
と
の
こ
と
で
広

報
誌
に
も
載
っ
て
い
た
の
で
ハ
サ

ミ
で
切
り
取
り
、
子
ど
も
と
読
み

ま
し
た
。
５
歳
の
息
子
は
何
度
も

読
み
、
２
歳
の
娘
は
、
私
た
ち
の

言
っ
て
い
る
後
に
繰
り
返
し
言
っ

て
い
ま
し
た
。
自
分
の
身
は
自
分

で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
の
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
教
育

し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。（
３
人
の
マ
マ
29
歳
女
性
）

●

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
の
防
犯
教

育
が
犯
罪
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

全
国
的
に
は
軽
犯
罪
が
減
っ
た
と

の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
家

庭
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

61
歳
の
カ
メ
ラ
好
き
主
婦
で

す
。５
年
前
、
大
病
を
患

い
、
通
院
と
療
養
の
た
め
に
国
分

に
住
み
だ
し
ま
し
た
。
霧
島
の
四

季
が
大
好
き
で
す
。
さ
ら
に
国
分

の
ま
ち
の
人
が
大
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
ス
ー
パ
ー
に
行
き
ま
す
と
、

広
報
き
り
し
ま
が
目
に
入
り
、
広

報
誌
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

特
に
表
紙
の
写
真
に
感
心
が
あ
り
、

撮
ら
れ
た
方
の
写
真
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
私
の
楽
し
み
で
自
然
の
写
真

が
心
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。
私

も
カ
メ
ラ
と
と
も
に
早
い
回
復
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
カ
メ
ラ
命
61
歳
女
性
）

●

心
癒
や
さ
れ
る
霧
島
の
写
真
と

市
民
に
愛
さ
れ
る
紙
面
作
り
に
こ

れ
か
ら
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

先
日
、
介
護
関
係
の
勤
務
中
、

朝
８
時
半
ご
ろ
、
利
用
者

さ
ん
と
道
路
沿
い
を
散
歩
し
て
い

ま
し
た
。こ
の
方
は
し
ば
し
ば「
家

に
帰
り
た
い
」
と
訴
え
、
施
設
内

か
ら
出
よ
う
と
さ
れ
る
の
で
す
が
、

こ
の
日
は
朝
食
の
後
か
ら
そ
の
よ

う
な
状
態
が
み
ら
れ
、
外
に
出
ら

れ
ま
し
た
。
少
し
外
へ
行
け
ば
落

ち
着
く
か
と
思
い
、
散
歩
へ
行
っ

た
の
で
す
が
、
利
用
者
さ
ん
は
途

中
で
歩
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

地
面
に
座
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。私

は
携
帯
電
話
も
持
た
ず
に
出

て
い
っ
た
た
め
、
施
設
へ
電
話
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
を
通

り
か
か
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
お
二

人
が
車
い
す
を
取
り
に
行
く
な
ど

対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

う
っ
か
り
、
住
所
と
お
名
前
を
聞

き
損
ね
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。（
み
ら
く
る
・
ラ
ブ
24
歳

女
性
）

●

入
所
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
の
介
護
に
は
思
い
も
か
け

な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
ね
。
地

域
ぐ
る
み
の
見
守
り
が
必
要
で
す
。

こ
の
他
に
４
通
の
は
が
き
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
文
章
は

添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.158/2013. １）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中から
カット割引券を５人の方にプレ
ゼント。応募締め切りは１月25日

（金）当日消印有効です。当選の発
表は、商品の発送を持ってかえさ
せていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます

Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

あ
っ
、見
覚
え
が
あ
る
」
今

月
の
表
紙
を
見
た
時
の

感
想
で
す
。
表
紙
の
説
明
を
見
る

と
私
の
好
き
な
新
川
渓
谷
の
写
真

で
し
た
。
私
は
モ
ミ
ジ
が
好
き
で

き
れ
い
な
紅
葉
が
あ
っ
た
ら
、
そ

の
木
（
モ
ミ
ジ
）
の
種
を
拾
っ
て

帰
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
種
ま
き
し
、

芽
が
出
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
と

新
川
渓
谷
、
龍
馬
公
園
の
駐
車
場

で
拾
っ
て
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

春
が
楽
し
み
で
す
。
前
回
、「
読

者
の
声
」
は
全
員
女
性
で
し
た
ね
。

男
性
諸
君
も
元
気
に
ペ
ン
を
と
っ

て
書
い
て
み
よ
う
。（
溝
辺
の
リ

ト
ル
ゾ
ン
ビ
ゾ
ン
ビ
66
歳
男
性
）

●

秋
に
ま
ち
を
彩
る
山
の
木
々
。

冬
に
は
白
い
雪
化
粧
を
す
る
山
々
。

皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
所
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。

11
月
28
日
、
霧
島
市
役
所

に
大
相
撲
九
州
場
所
で

優
勝
し
た
横
綱
白
鵬
関
が
来
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
で
見
る
だ
け
の
横
綱

が
目
の
前
に
い
る
だ
け
で
圧
倒
さ

れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
の
呼
び
掛
け
に
、

そ
の
方
向
を
見
て
手
を
振
る
笑
顔

に
横
綱
の
人
柄
が
見
え
好
感
を
持

ち
ま
し
た
。
横
綱
を
初
め
て
間
近

で
見
て
、
来
年
も
ぜ
ひ
霧
島
市
を

訪
問
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
優
勝
回
数
が
伸
び
る
よ
う
に

応
援
し
よ
う
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

（
霧
島
人
60
歳
男
性
）

●

九
州
場
所
６
連
覇
。
６
年
連
続

最
多
勝
歴
代
１
位
。
実
力
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
そ
の
人
柄
の
良
さ
に

ひ
か
れ
ま
す
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
11
月
23
日
、
主

人
が
小
学
校
の
時
に
習
っ
て
い
た

先
生
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
、
集
落
で
お
祝
い
の

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
ろ
う
そ
く
に
火
を
付

け
、
先
生
の
１
０
０
年
の
歩
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昼
食

に
は
手
作
り
の
赤
飯
、
煮
物
が
出

ま
し
た
。
先
生
が
準
備
さ
れ
た
歌

詞
を
見
な
が
ら
、
昔
、
懐
か
し
い

歌
の
数
々
を
合
唱
し
ま
し
た
。
大

き
な
色
紙
に
１
０
０
人
の
方
か
ら

書
い
て
も
ら
っ
た
と
い
う
寄
せ
書

き
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の

よ
う
に
お
元
気
で
１
０
０
ま
で
生

き
ら
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
あ
り
が

た
い
こ
と
か
し
ら
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
し
た
。（
エ
プ
ロ
ン
母
さ
ん

女
性
）

●

１
世
紀
経
っ
て
な
お
、
教
え
子

か
ら
も
地
域
の
人
か
ら
も
先
生
と

慕
わ
れ
る
。
そ
ん
な
人
生
を
送
り

た
い
で
す
ね
。

い
っ
と
き
も
目
が
離
せ
な
く

な
っ
た
10
か
月
の
双
子
と

３
歳
の
息
子
を
連
れ
て
の
外
食
は

無
理
に
近
い
の
で
、
諦
め
た
生
活

を
送
っ
て
い
た
矢
先
に
、
広
報
き

り
し
ま
の
「
京
セ
ラ
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
チ
券
が
当
た
っ
た
」
と
い
う
朗

報
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
オ
シ
ャ

レ
な
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
っ
た

の
で
、
う
れ
し
い
半
面
ど
う
し
よ

う
と
悩
む
。
で
も
せ
っ
か
く
の
機

会
だ
し
、
一
か
八
か
で
子
ど
も
連

れ
で
出
か
け
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の

方
々
が
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど
の
提

供
や
と
て
も
親
切
な
対
応
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
ゆ
っ
く
り
と

お
い
し
い
料
理
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。

久
々
に
身
な
り
を
整
え
オ
シ
ャ

レ
を
し
て
の
外
出
。
子
育
て
奮
闘

中
の
私
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

気
分
転
換
で
心
躍
る
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
ぜ
い
た
く
な
時
間
は
今
年
１
年

頑
張
っ
た
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
な

り
、
ま
た
明
日
か
ら
の
活
力
と
な

り
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い
プ
レ

ゼ
ン
ト
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
溝
辺
全
力
マ
マ
33

歳
女
性
）

●

ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
を
持
っ
て

飛
び
出
せ
ば
、
周
り
の
親
切
に
触

れ
ら
れ
ま
す
。
心
を
リ
セ
ッ
ト
す

る
時
間
を
持
つ
こ
と
で
前
向
き
な

自
分
に
な
れ
そ
う
で
す
。

地
元
鹿
児
島
に
帰
っ
て
き
て

６
年
に
な
る
。
や
は
り
鹿

児
島
（
霧
島
）
が
好
き
だ
。
近
く

に
は
温
泉
も
あ
り
、
週
３
回
は

通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
城
山
公
園

か
ら
見
る
景
色
は
最
高
で
あ
る
。

こ
の
の
ど
か
な
土
地
で
一
生
住
ん

松山節子さん（溝辺）
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〈随ずいそう想〉

夜
光
反
射
材
で
命
を
守
る

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

霧
島
市
の
交
通
事
故
発
生
件

数
は
11
月
末
比
較
で
、
平
成
23

年
が
９
３
０
件
、
う
ち
死
亡
事

故
が
９
件
で
、
平
成
24
年
は
８

７
９
件
、
う
ち
死
亡
事
故
が
３

件
と
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
の
発
生
の
約

６
割
が
高
齢
者
で
、
約
３
割
が

夜
間
に
起
き
て
い
ま
す
。
市
で

は
そ
の
対
策
と
し
て
、
夜
光
反

射
材
を
高
齢
者
や
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
皆
さ
ま
全
員
に
配

布
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
冬
空
の
凍い

て
つ
く
朝

で
も
市
内
各
所
の
交
差
点
で
交

通
安
全
協
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に

よ
る
立
哨
活
動
が
あ
い
さ
つ
運

動
と
一
緒
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
に
は
長
年
、
毎
日
の
よ

う
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

警
察
関
係
者
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
力
を
結
集
し
て
の
努

力
が
実
を
結
ん
で
き
て
い
ま
す
。

夜
光
反
射
材
や
、
明
る
い
色

の
服
、
わ
ず
か
数
分
の
ゆ
と
り

で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
、
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
の
無

念
を
思
い
、
交
通
事
故
根
絶
に

向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／128,225人（－29）
男性／ 61,673人（－１）
女性／ 66,552人（－28）
出生112人／死亡111人
転入288人／転出318人
◎世帯数／58,832世帯（－46）

（平成24年12月１日現在）

E
D

IT
O

R
'S

朝日を撮るために、気合いを入れて早
起きした私は、辺りも暗い中、車に乗り
込む。日の出は７時20分。高台にあるテ
クノパークは霧島山や国分の市街地を
一望できる場所。現地に着くと空がオレ
ンジ色に輝き始めてきた。慌てて外に出
ると強風、しかも極寒。カメラを持つ手
が、かじかむ。そんな中、シャッターを一
枚、また一枚と切った。神秘的な光景を
目のあたりにし、私の心は癒やされた（は）

オレンジ色に染まる朝焼け
（国分テクノパーク）
12月19日　午前７時23分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ55 ～250㎜
Ｆ４～ 5.6　1/4000　F4.0　ISO400

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

あけましておめでとうございます。新春らしく華やかな絵手紙の取
材。二見さんのかく絵手紙、年賀状…、そこに込められた思いに

心が温まりました。2013 年もたくさんの人に出会い、元気をもらい、そ
のパワーを広報誌に還元できるよう頑張ります。厄年に負けないぞ（う）

けっこんして約７年。２人の子宝にも恵まれ、昨年は家庭や仕事、プ
ライベートでも充実した１年になりました。仕事では、急な取材依

頼にも快く引き受けてくれた方たちに感謝の気持ちでいっぱいです。広
報担当も３年目に突入しますが、今年も元気いっぱい頑張ります（は）

お土産コンテストに並ぶ品は、どれもおいしそうでした。でも会場で
一番印象に残ったのは、お土産よりも審査員の笑顔。人はおい

しいものを食べているときって、本当にいい表情をしますよね。今年も霧
島のおいしいものにたくさん出会って、笑顔の多い１年にしたいです（み）

めでたいという言葉は正月だけか。いよいよ息子は大学受験。息子
の迷惑にならないように、あまりお酒も飲まず、テレビも見ず、廊

下を歩くときは音がしないようにゆっくり。家じゅうがピリピリとしたムー
ドで受験生に配慮…。してません。まったく。でも頑張れ受験生（た）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

今月の表紙

た
不
気
味
な
雲
の
よ
う
な
も
の
。

辺
り
の
夕
暮
れ
特
有
の
や
わ
ら
か

な
日
差
し
に
そ
ぐ
わ
な
い『
ソ
レ
』

は
、
大
き
な
体
の
中
で
無
数
の
稲

妻
を
走
ら
せ
な
が
ら
、
私
た
ち
の

街
を
覆
う
。
大
人
で
も
薄
気
味
悪

い
こ
の
風
景
を
仰
ぎ
見
た
長
男
の

一
言
は
あ
ま
り
に
も
無む

垢く

で
、
心

に
受
け
た
衝
撃
の
大
き
さ
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
記

憶
に
刻
ま
れ
た
噴
火
は
そ
の
後
、

幾
度
か
繰
り
返
し
、
空
震
、
降
灰
、

そ
し
て
、
個
人
的
に
は
一
番
苦
し

ん
だ
新
燃
岳
の
噴
火
に
よ
る
観
光

客
の
激
減
。

県
内
は
も
ち
ろ
ん
九
州
、
全
国

で
の
認
知
度
も
高
い
観
光
地
、
霧

島
温
泉
郷
、
そ
の
一
施
設
が
私
の

職
場
で
す
。
雄
大
な
自
然
の
中
に

た
な
び
く
湯
煙
と
硫
黄
の
香
り
、

天
候
の
い
い
日
に
は
標
高
６
０
０

㍍
か
ら
の
天
空
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
。

錦
江
湾
に
浮
か
ぶ
桜
島
や
は
る
か

先
の
開
聞
岳
を
望
め
ま
す
。
自
然

に
囲
ま
れ
た
日
本
で
最
初
の
国
立

公
園
に
は
、
約
１
３
０
０
種
に
お

よ
ぶ
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
な
ど
の
群

落
を
形
成
。
天
孫
降
臨
の
地
霧
島

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
あ
り
ま

す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
最
大
の

自
慢
は
『
温
泉
』
で
す
。
国
内
に

あ
る
代
表
的
な
泉
質
、
10
種
類
の

う
ち
９
種
類
が
市
内
で
楽
し
め
ま

す
。
各
宿
で
も
特
徴
的
な
温
泉
が

あ
り
、
例
え
ば
錦
江
湾
に
浮
か
ぶ

桜
島
を
眺
め
な
が
ら
の
『
展
望
大

浴
場
』
や
『
貸
し
切
り
展
望
風
呂
』。

八は
ち

万ま
ん

石ご
く

の
湯
『
庭
園
大
浴
場
』
な

ど
、
こ
の
ほ
か
に
も
趣
向
を
凝
ら

し
た
温
泉
が
多
数
あ
り
毎
日
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。（
ま
だ
、
ご
利

用
い
た
だ
い
た
こ
と
の
な
い
施
設

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
）

ま
た
、
霧
島
温
泉
最
大
の
特
徴

は
『
温
泉
蒸
気
』
い
わ
ゆ
る
湯
煙

で
す
。『
霧
島
天
然
温
泉
蒸
し
湯
』

や
『
源
泉
蒸
し
料
理
』
と
い
っ
た

も
の
か
ら
、
特
に
震
災
後
注
目
さ

れ
て
い
る
『
地
熱
発
電
』
な
ど
に

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
の

営
業
に
深
く
関
わ
る
こ
の
『
自
然

の
恵
み
』
は
活
火
山
で
あ
る
霧
島

山
か
ら
の
貴
重
な
贈
り
物
で
す
。

で
は
噴
火
は
…
。

噴
石
か
ら
身
を
守
る
帽
子
を
か

ぶ
り
な
が
ら
保
育
園
に
通
っ
て
い

た
息
子
は
、
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

と
『
大
き
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
』
姿
で

小
学
校
に
入
学
。
お
か
げ
さ
ま
で

春
に
は
３
年
生
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
噴
火
の
事
は
忘
れ
た
よ

Profile
いけはた ひさし（29）
湧水町出身。伊佐農林高等学校
卒業後、『霧島スパヒルズ』勤務。
営業部予約課所属。ご来館いた
だいたお客さまに喜んで帰って
いただくことをモットーに日々、
頑張っています。現在は、妻と
３人の子どもたちと５人暮らし。
趣味は農業と読書。

豊かな恵みを子どもたちへ
◎池畑  久志

当
時
、
保
育
園
の
年
長
だ
っ
た

息
子
が
言
う
「
地
球
は
怖
い
…
。」

平
成
23
年
１
月
の
新
燃
岳
噴
火
。

寒
空
の
下
、
外
に
飛
び
出
し
見
上

げ
た
方
角
に
は
大
き
な
黒
々
と
し

う
に
毎
日
元
気
に
駆
け
回
る
子
ど

も
た
ち
に
残
す
べ
き
大
切
な
自
然
。

私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
恵
み
と
四

季
折
々
の
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る

霧
島
山
。
日
々
の
生
活
で
当
然
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
中
起
き
た

新
燃
岳
噴
火
は
自
然
の
尊
さ
を
考

え
る
機
会
や
、
新
た
な
魅
力
を
も

た
ら
し
次
の
世
代
に
受
け
継
ぐ
べ

き
大
切
な
も
の
が
何
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
、
教
え
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
今
で
き
る
小
さ
な
事

を
積
み
重
ね
、
こ
の
豊
か
な
恵
み

を
子
ど
も
た
ち
へ
。
Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ 

ｇ
ｏ
ｉ
ｎ
ｇ
（
途
切
れ
ず
続
け
よ

う
）

錦
江
湾
に
浮
か
ぶ
桜
島
と
開
聞
岳

（
丸
尾
温
泉
よ
り
）

1PRESENTS

お便りをくださった方の中から

霧島支部理容組合では、お客さまへ安心･安全で確かな技術を提供するため、講習
会･勉強会に積極的に取り組んでいます。今後とも組合加盟店では親切・丁寧で、より
高い技術とサービスを提供していきますので、お客さまの身近なヘアアドバイザーとし
て組合加盟店をどうぞご利用ください。また、加盟店も併せて募集しています。
◎�問＝霧島支部理容組合　☎（43）2375

県理容生活衛生同業組合
霧島支部のカット割引券を
プレゼントします
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